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一
、
ス
パ
フ
ァ
リ
の
使
節
旅
行

ι、
ス
パ
フ
ァ
リ
凶
の
製
作
年
代

一
二
、
ス
パ
フ
T

リ
図
の
中
国
と
シ
ベ
リ
ア

凶
、
迂
回
で
き
な
い
山
脈
の
州

結

言

緒

一
七
世
紀
に
ロ
シ
ア
で
作
製
さ
れ
た
各
種
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
り
、

年
代
順
に
考
察
を
加
え
て
き
た
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
後
に
つ
づ
く
も
の
で
、
今
回
論
考
の
対
象
と
す
る
地
図
は
、
ロ
シ
ア
の
使
節
と
し
て
シ
ベ

リ
ア
経
由
で
清
国
へ
派
遣
さ
れ
た
有
名
な
ス
パ
フ
ァ
り
の
使
節
旅
行
（
一
六
七
五

l
一
六
七
八
年
）
に
関
係
の
あ
る
シ
ベ
リ
ア
地
図
で
あ
る
U

ス
パ
フ
ァ
リ
が
清
国
へ
の
使
節
旅
行
か
ら
一
六
七
八
年
に
モ
ス
グ
ワ
に
帰
着
し
て
、
モ
ス
グ
ヲ
の
ロ
シ
ア
外
務
省

9
0
8
Z片
山
、
有
印
w
m
N）

へ
提
出
し
た
と
息
わ
れ
る
シ
ベ
リ
ア
地
図
は
、
か
な
り
早
期
に
ロ
シ
ア
外
務
省
か
ら
失
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
近
年

そ
の
原
図
か
あ
る
い
は
複
写
図
か
と
み
ら
れ
る
一
葉
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
が
、
古
地
図
の
研
究
者
・
蒐
集
家
と
し
て
国
際
的
に
有
名
で
あ
っ
た
パ

言

一
七
世
紀
初
期
の
も
の
か
ら

グ
ロ
ア
（
「
回
m
m
2
4
5
H
∞∞
H｜
居
間
寸
）
の
所
有
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
パ
グ
ロ
フ
は
、
こ
の
地
図
の
写
真
版
を
古
地
図
研
究
誌
「
イ

マ
ゴ
・
ム
シ
デ
ィ
（
H
g
m
m。
冨
ロ
ロ
門
戸

H〈－

s
h）
」
に
掲
載
さ
れ
た
自
己
の
論
文
に
付
し
て
公
表
し
た
。
本
稿
で
論
ず
る
の
は
と
の
地
図
で

ス
パ
フ
ァ
リ
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ベ
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（
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上
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四
0 

あ
る
。

一
、
ス
パ
フ
ア
リ
の
使
節
旅
行

ニ
コ
ラ
イ
・
ガ
、
グ
リ
ロ
、
ヴ
ィ
チ
・
ス
パ
フ
ァ
リ
（
Z
・の・

ω富
佐
々
〔

ω宮
F
mミ
〕
・
回
目
白
〔
4
5
ω
明〕

l
H
3
3
は
、
黒
海
北
西
岸
の
モ
ル

グ
グ
ィ
ア
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
人
の
家
系
に
生
れ
、
長
じ
て
後
、
ヨ
ン
ス
グ
ジ
チ
ノ
！
プ
ル
お
よ
び
イ
グ
リ
ア
な
ど
で
勉
学
し
た
人
で
あ
る
。

才
能
豊
か
で
あ
っ
た
か
れ
は
、
古
代
お
よ
び
現
代
の
ギ
リ
シ
ア
語
、
ト
ル
コ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ラ
テ
γ
語
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
語
に
通
じ
て
お

り
、
哲
学
、
歴
史
学
、
文
学
、
神
学
、
自
然
諸
科
学
、
数
学
な
ど
を
学
ん
で
、
当
時
に
お
け
る
も
っ
と
も
教
養
あ
る
人
物
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

当
時
ロ
シ
ア
政
府
は
、
ド
ナ
ワ
川
沿
岸
諸
国
と
連
合
し
て
、
共
通
の
敵
国
で
あ
っ
た
ト
ル
コ
に
・
あ
た
ろ
う
と
い
う
新
外
交
政
策
に
の
り
だ
し

ロ
シ
ア
の
当
面
す
る
外
交
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
「
東
方
問
題
」
に
明
る
い
新
人
を
も
と
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
政

た
と
き
で
、

府
の
要
求
に
応
ず
る
適
当
な
人
物
と
認
め
ら
れ
た
の
が
ス
パ
フ
ア
ザ
で
あ
る
。
か
れ
は
、
ロ
シ
ア
語
に
も
す
ぐ
習
熟
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
ロ
シ
ア
政
府
へ
推
薦
さ
れ
て
、
一
六
七
一
年
六
月
に
ロ
シ
ア
に
到
来
し
、
同
年
一
三
月
に
は
ロ
シ
ア
外
務
省
の
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
お

よ
び
そ
の
他
の
諸
国
語
の
通
訳
官
に
任
命
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
政
府
は
清
国
へ
使
節
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
使
節
の
目
的
は
、
当

時
ア
ム
ー
ル
川
上
流
の
露
清
国
境
方
面
で
発
生
し
て
い
た
両
国
間
の
紛
争
を
解
決
し
、
清
固
と
の
通
商
関
係
を
開
始
し
、
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、

露
清
聞
の
交
通
路
の
う
ち
最
短
距
離
で
も
っ
と
も
便
利
安
全
な
交
通
路
に
つ
い
て
、
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
こ
の
と
き
、
前
述
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
外
務
省
の
通
訳
官
と
し
て
校
低
し
て
い
た
ス
パ
フ
ア
リ
は
、
こ
の
道
清
使
節
団
の
主
席

eso－
－
大
使
）

に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
ω

さ
て
、
そ
の
後
数
年
た
っ
て
一
六
七
五
年
の
初
め
に
、

使
節
ス
パ
フ
ァ
リ
の
主
要
な
任
務
は
上
述
の
よ
う
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
な
お
そ
の
ほ
か
、
使
節
旅
行
の
途
中
で
通
過

す
る
沿
道
の
シ
ベ
リ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
お
よ
び
清
国
の
地
理
、
民
族
、
政
治
状
態
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
調
査
し
た
う
え
で
、

一
切
の
事
実
を
正



確
に
記
述
す
べ
き
こ
と
、
な
ど
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
う
え
木
稿
と
直
接
関
係
が
あ
る
の
で
特
に
注
意
を
要
す
る
と
と
は
、

γ
ベ
リ
ア
の

地
図
を
作
製
す
る
こ
と
も
、
か
れ
の
任
務
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
シ
ア
外
務
省
か
ら
ス
パ
フ
ァ
り
に
た
い
し
て
一
六
七

五
年
二
月
二
豆
日
に
あ
た
え
ら
れ
た
命
令
の
な
か
に
は
、
「
ト
ポ
リ
ス
グ
か
ら
中
国
の
国
境
町
に
い
た
る
ま
で
の
沿
道
の
土
地
、
誇
都
市
お
よ

び
道
路
を
、
す
べ
て
地
図
に
描
く
こ
と
」
も
指
令
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
と
関
連
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
ス
パ
フ
7

リ
は
モ
ス
グ
ワ
で

「
種
々
の
天
体
観
測
器
具
と
羅
針
盤
」
を
受
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

ス
パ
フ
ァ
リ
等
の
遺
清
使
節
団
は
一
六
七
五
年
三
月
三
日
に
モ
ス
グ
ワ
を
出
発
し
て
、
こ
の
時
代
に
そ
ス
グ
ワ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
行
く
普
通

の
交
通
路
で
あ
っ
た
北
東
に
む
か
う
道
を
と
っ
て
、
ロ
ス
ト
フ
（
岡
山

g
Z〈
）
、
ヤ
ロ
ス
ラ
ワ
リ
（
J
1
m
R
S
F〈
】
）
、
グ
ォ
ロ
グ
グ
（
〈
。

zm【甘）、

ヴ
エ
リ

l
キ
l
・
ワ
ス
チ
ュ
グ
グ

（〈巾ロ
W
M「
匂
印
3
己畑町）、

ツ
リ
・
ク
イ
チ
ェ
ゴ
ド
ス
カ
ヤ

（ωo－・〈
M
B
F立ち門目的

wmリ
百
）
、
ヵ
イ
ゴ
ロ
ド
グ

（
内
乱
開
。
円
。
仏
O
W
〉
、
ソ
リ
・
カ
ム
ス
カ
ヤ
（

ω。
日
・
関
山
目
的
W
3
1
m
）
を
経
由
し
、
こ
こ
か
ら
ワ
ラ
ル
山
脈
を
越
え
て
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ

（

J12H内・

何
回

O
け

E
・
可
。
）
、
ト
ゥ
リ
シ
ス
グ
（
寸
ロ
ユ
ロ
白
W
）
、
チ
ユ
メ
ニ

（
寸
ち

H
g
g）
を
通
っ
て
、

一
六
七
五
年
三
月
三

O
日
に
西
シ
ベ
リ
ア
の
ト
ボ
リ
ス

グ
（
寸
。
σozw）
に
到
着
し
た
。

使
節
団
は
ト
ボ
リ
ス
グ
に
約
一
カ
月
滞
在
し
た
後
、
豆
月
三
日
に
こ
こ
を
出
発
し
、
イ
ル
チ
γ
川
を
下
航
し
オ
ビ
川
を
上
流
に
の
ぼ
り
、
連

水
陸
路
を
越
え
て
、
七
月
九
日
に
イ
エ
ニ
セ
イ
ス
グ
〈
吋
何
回
目
的
巾
U
W）
に
着
い
た
。

こ
こ
を
八
月
一
八
日
に
出
発
し
、
船
で
ア
ジ
ガ
ラ
川
を
上

流
へ
さ
か
の
ぼ
り
、
プ
ヲ

l
ツ
グ
柵
（
回

g
g
w）
を
と
お
り
八
月
三

O
日
に
パ
ラ
ガ
シ
柵
（
民
間
同
仰
向
山
口
）
を
通
過
し
て
、
九
月
五
自
に
イ
ル
グ

ー
ツ
グ
（
同
吋

Mggw）
に
到
着
。

九
月
七
日
に
イ
ル
グ

l
ツ
グ
を
出
発
し
た
一
行
は
、
船
で
パ
イ
カ
ル
湖
を
渡
る
の
に
苦
労
し
た
後
、
九
月
二
二
日
に
セ
レ
ン
ガ
川
の
川
口
に

は
い
り
、
こ
の
川
を
上
流
へ
さ
か
の
ぼ
っ
て
－

O
月
二
日
に
セ
レ
シ
ギ
シ
ス
グ
柵
（

ω巴
g
E
5
5
に
た
ち
ょ
っ
た
後
、
ウ
グ
川
の
岸
を
上

流
へ
む
か
つ
て
陸
路
を
行
進
し
て
、
二
一
月
四
日
に
ネ
ル
チ
シ
ス
グ
（
Z
巾
R
F
Z白W
）
に
到
着
し
た
。
こ
こ
を
一
二
月
一
九
日
に
出
発
し
て
東

進
し
、
ア
ル
グ
エ
川
を
渡
り
ハ
イ
ラ
ル

（
同
月
同
包
宮
司
）
の
北
方
を
通
過
し
て
、
翌
一
六
七
六
年
一
月
末
ご
ろ
現
在
の
チ
チ
ハ
ル

（
叶
包

g
g
m
F
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！司

ス
パ
フ
ア
リ
の
旅
行
記
で
は

Z
m
E
M
と
記
載
）
に
着
き
、
こ
こ
に
約
二
カ
月
半
ほ
ど
滞
在
し
た
。

し
、
満
州
を
南
へ
通
過
し
て
、
一
六
七
六
年
（
康
照
一
五
年
）
五
月
一
五
日
に
北
京
に
到
着
し
た
。

使
節
団
は
四
月
一
七
日
に
こ
の
地
を
出
発

モ
ス
グ
ヲ
出
発
い
ら
い
実
に
一
年
と
ニ
カ

月
半
の
旅
行
で
あ
る
。

ス
パ
フ

T
F
等
の
使
節
団
は
、
間
年
九
月
一
日
ま
で
北
京
に
と
E
ま
っ
て
清
固
と
の
外
交
交
渉
に
努
力
し
た
が
、
な
ん
ら
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
往
路
と
ほ
ぼ
同
じ
チ
チ
ハ
ル
か
ら
シ
ベ
リ
ア
を
経
由
す
る
道
を
と
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
。
そ
の
途
中
シ
ベ
リ
ア
と
モ

y
ゴ
ル

と
の
国
境
の
要
地
セ
レ
シ
ギ
ン
ス
グ
で
は
、
一
一
月
初
め
か
ら
翌
一
六
七
七
年
五
月
三
日
ま
で
約
六
カ
月
間
滞
在
し
た
り
し
て
、

一
月
五
日
に
モ
ス
ク
ワ
に
帰
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
六
七
八
年

ニ
、
ス
パ
フ
ア
リ
図
の
製
作
年
代

使
節
ス
パ
フ
ァ
り
は
北
京
か
ら
そ
ス
グ
ワ
へ
帰
着
す
る
と
、
自
己
の
旅
行
記
・
お
よ
び
そ
の
他
の
地
理
的
著
述
を
ロ
シ
ア
外
務
省
へ
提
出
し
た
c

そ
れ
ら
の
う
ち
で
本
稿
に
関
連
の
あ
る
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ
は
旅
行
記
で
、
そ
の
標
題
は
「
ト
ポ
リ
ス
グ
市
か
ら
キ
グ
イ
国
境
ま
で

の
シ
ベ

p
ア
王
国
の
旅
行
記
（
河
口
山
内
m
y
m
く
ロ
巾
可
也
目
白

g
o
］
苫
丹
市
島

2
守山巾

Emw司
3
g
ω
目
立
『
存

o
g
。
仲
伺

O
B
E
寸

oσ
己的

w
o
s

－E

8
5
0
4
0
2ーσ巾N
H
M

民
同
比
丘
印
｝
B
〈O
）
」
と
な
っ
て
い
る
。
ス
パ
フ
ァ
リ
の
こ
の
「
シ
ベ

p
ア
旅
行
記
」
は
、
そ
の
後
た
だ
一
つ
の
手
写
本
の
ま

ま
で
約
二

0
0年
間
ロ
シ
ア
外
務
省
の
古
文
書
室
に
埋
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
一
八
八
二
年
に
ロ
シ
ア
地
理
学
会
に
よ
っ
て
、

「
ロ
シ
ア
地

け公
て刊
い文
たgtこ
0 t主

理
学
会
報
告
、
民
族
誌
部
、
第
－

O
巻
一
号
（

N
S目的
E
同
の
O
M
M
O
O丘
o
F
E
3
H
Eロ
omH・包
r
H
∞∞
N
）
」
に
印
刷
し
て
公
表
さ
れ
た
。
そ
の

当
時
ス
パ
フ
ア
リ
の
諸
著
作
に
通
暁
し
て
い
た
学
者
ア
ル
セ
エ
エ
フ

（
ペ
ロ
・
〈
・
〉
2
8
M『
2
ー
）
が
、
序
文
を
か
き
注
釈
を
つ

ス
パ
フ
ア
リ
の
こ
の
「
シ
ベ
リ
ア
旅
行
記
」
に
は
、
シ
ベ
り
ア
を
通
過
し
て
往
復
旅

行
を
し
た
使
節
団
一
行
の
交
通
路
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
あ
り
、
旅
行
途
上
で
ス
バ
フ
ア
リ
が
実
見
し
た
山
、
川
、
湖
、
小
流
、
お
よ
び
集
溶

ア
ン
ド
レ

i
フ
（
〉
－
H

－
K
H
ロ門マ巾一可
ma〈
）
に
よ
る
と
、
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鞠伺加……欄．
t'<'olm，街・／.， &p暢‘ PJ＞＜事e_, 

の
名
称
を
や
め
げ
て
そ
の
間
の
距
離
も
一
不
し
で
あ
っ
て
、
シ
ベ
リ

ア
の
地
理
的
記
述
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
詳
細
な
も
の
は
、

ロ
シ
ア

で
初
め
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
Q

遺
憾
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
に

スパファリのシベリア地図I(1678年？）

と
っ
て
は
、
こ
の
古
い
文
献
を
直
接
参
照
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
が
、
幸
に
パ
ッ
ド
レ

l

G・明－

wm－
註
巾
円
巾
可
）
が
か
な
り

長
文
に
わ
た
り
そ
れ
の
抜
玄
を
英
釈
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
片

貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
パ
ッ
ド
レ
ー
は
こ
の
英
訳

で
は
、
非
常
に
多
く
の
地
理
お
よ
び
地
形
の
記
述
を
省
略
し
た

’
a

、目、，
O

3
、l
V
2
J

さ
て
、
ス
パ
フ
ァ
リ
は
こ
の
「
シ
ベ
リ
ア
旅
行
記
」
と
と
も

に
、
多
分
、
使
節
の
旅
行
路
を
示
し
た
シ
ベ
リ
ア
の
地
図
を
も
、

ロ
シ
ア
外
務
省
ヘ
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
地
図
は
か
な
り
早
期
に
ロ
シ
ア
外
務
省
か
ら
失
わ
れ
た
も

第l図

の
ら
し
く
、
自
ら
ロ

γ
ア
各
地
の
古
地
図
類
を
捜
索
し
た
パ
グ

ロ
フ
の
記
載
に
よ
る
と
、

「
ロ
シ
ア
の
図
書
館
に
は
こ
の
地
図

の
原
図
も
な
け
れ
ば
襖
写
図
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
地
図
の

予
措
の
も
の
が
一
枚
（
原
図
か
複
写
図
か
？

l
パ
グ
ロ
フ
住
〉
、

偶
然
私
の
所
有
に
帰
し
た
」
の
で
あ
る
。
パ
グ
ロ
フ
は
、
か
れ

が
入
手
し
た
そ
の
地
図
を
、
多
年
に
わ
た
っ
て
か
れ
が
刊
行
を

同



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
凶
（
三
上
）

J
U
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海
る
に
れ
ら

部
ら
さ

東

え

北

越

り

ア
で
た

ジ

日

い

ア

一

に

の
は
海
脈

図
路
ら
山

リ
隙
か
る

ア
水
ル
す

フ
迎
カ
達

パ

イ

で

ス
②
パ
ま

一

に

図

①

③

η
4
f
J
l
t
、

気

拡
じu
 
の
」
凶
l

’

引
剖

四
四

つ
づ
け
て
き
た
国
際
的
な
古
地
図
研
究
誌
「
イ
マ

の
な
カミ

写
真（
l:';r I-『

伝 E
L官
公冨
表旨
し日て
た8ι
（〈
本
高，：＇：j 出
第 5

ゴ
・
ム
シ
」
ア
イ

凶）。

こ
の
地
図
の
実
物
の
大
き
さ
は
、
五
一
一
・
五
×

四

0
・
五
セ
シ
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
い
う
。

第
一
図
を
み
る
と
、
方
位
盤
は
な
い
が
南
を
上
に

し
て
描
か
れ
て
あ
り
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
大
部
分
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
と
を
ふ
く
む
広
範
囲
な
内
容
の

地
図
で
あ
る
。
図
の
右
下
隅
に
は
ロ
シ
ア
の
首
都
モ

ス
グ
ワ
が
あ
り
、
図
の
左
上
に
は
清
国
の
首
都
北
京

（
司
自
宮
）
が
描
か
れ
て
い
て
、
モ
ス
グ
ワ
か
ら
シ
ベ

リ
ア
を
横
断
し
て
北
京
に
い
た
る
ま
で
の
交
通
路

が
、
点
線
で
地
図
上
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
線
を
丹
念
に
た

f
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
さ
き
に
第
一
節
で
記
述
し
て
お
い
た
使
節
ス
パ

フ
ァ
リ
の
旅
行
路
に
合
致
し
て
い
る
。
図
の
右
下
の
カ
マ
川
と
ク
ス
チ
ュ
ウ
グ
と
の
間
で
、
旅
行
路
を
し
め
す
点
線
が
南
北
に
わ
か
れ
て
二
重

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
往
路
と
帰
路
と
が
こ
の
部
分
で
は
相
違
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
図
の
左
方
の
北
部
満
州
に
お
い
て
、
チ
チ
ハ
ル
と
推
定
さ
れ
る
都
市
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
北
岸
の
ロ
シ
ア
の
ア
ル
パ
ジ
シ
柵
（
〉
5
目・

ヤ

ク

サ

江
戸
一
六
六
五
年
建
設
、
中
国
側
文
献
の
雅
克
薩
城
〉
ま
で
搭
か
れ
て
い
る
点
線
は
、
ス
パ
フ
ァ
リ
の
旅
行
路
で
は
な
い
（
第
二
肉
参
照
）
。
か

れ
は
そ
の
往
復
路
と
も
に
ア
ル
パ
ジ
シ
に
は
た
ち
よ
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
地
図
上
の
点
線
が
ス
パ
フ
ァ
リ
の
旅
行
路
を
し
め
す
も
の
と

す
れ
ば
、
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
疑
問
が
生
じ
て
く
る
が
、
こ
れ
は
、
当
時
ア
ル
パ
ジ
ン
は
露
清
聞
の
重
要
な
係
争
地
と
な
り
は
じ
め
て
お
り
、



ス
バ
フ
ァ

p
の
使
節
行
の
使
命
と
も
深
い
関
係
が
あ
っ
た
の
で
、
ア
ル
パ
ジ
ツ
と
チ
チ
ハ
ル
と
の
問
を
連
絡
す
る
交
通
路
を
特
に
描
き
い
れ
た

と
で
も
解
釈
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
図
に
は
、
標
題
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
闘
の
右
下
摘
に
あ
る
長
方
形
の
枠
の
な
か
に
は
、
ロ
シ
ア
語
で
六
行
に
わ
た
る
文
章
が
書
込

ん
で
あ
っ
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
こ
の
地
図
の
標
題
か
と
疑
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
書
込
ま
れ
て
い
る
文
章
を
よ
ん
で
み
る
と
、
「
モ

ス
ク
ワ
か
ら
陸
路
ト
ポ
リ
ス
グ
に
い
た
り
、
ト
ポ
リ
ス
グ
か
ら
水
路
で
セ
ミ
パ
ラ
チ
シ
ス
グ
柵
に
い
た
り
、
セ
ミ
パ
ラ
チ
シ
ス
グ
か
ら
陸
路
で

シ
ナ
の
国
境
に
い
た
り
、
そ
し
て
北
京
市
に
い
た
る
と
こ
ろ
の
細
い
交
通
路
（
ロ
0
3
m
m
r
g
g
E
B
q
a
E昆
広
三
件

Z
E
S
F占

的ロ
w
E
E
H
E
Z
S
号
寸
。
σ
o
z
w回
目
。
け
寸
oσ
。
z
w
m
〈O
仏
口
三
回
目
Mロ丹市
HU
円
四

0
ω
巾
日
円
七
回
－
旦
吉
田
W
C
〈O
O

印可
ommw
問。同

ω
2回目℃回目巳山口・

印
｝

g
〈
。
臼
口
付
E
B
U
H
H
R
B
皆
同
日
百
円
白
日
8
4
0
2
σ
巾
N
F
P
M
E
m
o円
oam
匂巾
N
E
m〉
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
ト
ポ
リ
ス
グ
か
ら
船
で
イ
ル
チ
シ
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
セ
ミ
パ
ラ
チ
シ
ス
グ
を
経
由
し
て
、
陸
路
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
北
京
に
い
た
る
交
通

路
は
、
ス
パ
フ
ァ
リ
よ
り
一
二
年
前
に
清
国
へ
派
遣
さ
れ
た
ロ
シ
ア
皇
帝
の
使
節
パ
イ
ヨ
フ
（
司
－

H

回
巴
宮
与
が
、
一
六
五
四
年
に
通
過
し

た
交
通
路
で
あ
っ
て
、
ス
パ
フ
ア
リ
の
と
お
っ
た
道
で
は
な
い
し
、
地
図
上
に
も
こ
の
交
通
路
を
し
め
す
点
線
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
要
す
る

に
こ
の
長
方
形
の
枠
の
な
か
に
は
、
ス
パ
フ
ァ
リ
の
旅
行
路
を
点
線
で
描
い
て
い
る
こ
の
地
図
と
は
直
接
関
係
の
な
い
、
以
前
に
パ
イ
コ
フ
が

利
用
し
た
道
を
参
考
の
た
め
に
簡
単
に
記
載
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
、
こ
こ
に
は
こ
の
地
図
に
た
い
す
る
図
名
も
地
図
作
者
名
も
製
作
さ
れ

た
年
紀
も
、
記
載
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

の
作
者
に
関
し
て
は
、
ソ
連
の
ベ
ロ
フ
（
宮
・
円
切
何
回
O
〈
）
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
以
下
こ
の
地
図
の
作
者
お
よ
び
製
作
年
代
そ
の
他
に
つ
い
て
、
し
ば
ら
く
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
こ
の
地
図

こ
の
地
図
が
ス
パ
フ
ァ
リ
の
清
国
旅
行
に
直
接
関

係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
作
者
が
ス
パ
フ
ア
リ
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
地
図
の

凡
例
の
な
か
に
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
等
の
記
載
が
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。

ま
た
ア
ン
ド
レ

I
フ
（
〉
・
円
〉
ロ
仏
同
・
市
対
mW4）
は
、
こ
の

地
図
を
誰
が
作
っ
た
か
を
礁
証
す
る
こ
と
は
今
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
地
図
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
前
記
の
ス
パ
フ
ァ
リ
の
報
告
書
「
ト

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
凶
（
三
上
）

同
五



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
会
一
上
）

四
六

ポ
リ
ス
グ
の
町
か
ら
キ
グ
イ
国
境
に
い
た
る
γ
ベ
り
ア
旅
行
」
に
、
は
な
は
だ
近
い
、
と
の
べ
て
い
る
。

以
上
記
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
地
図
の
実
際
の
作
者
が
ス
パ
フ
ァ
リ
自
身
で
あ
る
か
否
か
は
、
厳
密
に
い
う
と
断
定
で
き
な
い
が
、

ス
パ
フ
ァ
り
の
使
節
旅
行
に
非
常
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
地
図
で
あ
る
こ
左
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
ア
シ
ド
レ

i
フ
が
言
う

よ
う
に
、
ま
た
本
稿
で
も
後
で
論
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
地
図
の
描
図
と
ス
パ
フ
ァ
リ
の
諾
著
作
に
み
え
る
記
述
内
容
と
が
対
応
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
に
い
れ
て
み
る
と
、
こ
の
地
図
を
パ
グ
ロ
フ
に
し
た
が
っ
て
「
ス
パ
フ
ア
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
」
と
よ
ん
で
お
い
て
も
、
取
扱

い
上
ほ
と
ん
ど
支
障
は
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

巻
ま
た
、
こ
の
地
図
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
地
図
自
体
に
は
年
紀
が
な
い
。
パ
グ
ロ
フ
は
「
イ
マ
ゴ
・
ム
シ
デ
ィ
、
第
四

一
九
四
七
年
」
に
初
め
て
こ
の
地
図
の
写
真
版
を
公
表
し
た
と
き
に
、
そ
の
図
版
の
下
に
つ
け
た
説
明
文
に
は
一
六
八
二
年
と
か
き
、
本

文
の
六
九
頁
で
は
、

一
六
七
五
年
ス
パ
フ
ァ
リ
が
中
国
へ
の
使
節
旅
行
中
に
シ
ベ
リ
ア
の
地
図
を
作
っ
た
と
か
き
、
同
じ
論
文
の
な
か
で
前
後

矛
盾
す
る
こ
つ
の
年
代
を
記
載
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
ベ
ロ
フ
は
、
パ
グ
ロ
フ
の
こ
れ
ら
二
つ
の
年
紀
を
誤
り
と
し
、
地
図
上
に
使
節
の
旅

行
路
が
記
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
地
図
は
ス
パ
フ
ァ
り
が
使
節
旅
行
か
ら
そ
ス
グ
ヲ
に
帰
着
し
た
後
に
、
す
な
わ
ち
、
か
れ
が
ロ
シ
ア
外

務
省
へ
旅
行
記
と
地
図
と
を
提
出
し
た
一
六
七
八
年
に
、
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ア
ン
ド

ν
l
フ
も
、
パ
グ
ロ
フ
の
－
六
八

二
年
と
い
う
記
載
は
誤
り
で
あ
る
と
し
、
上
記
の
ベ
ロ
フ
の
見
解
に
賛
成
し
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
私
見
を
の
べ
て
み
る
と
、
後
で
第
三
節
に
お
い
て
考
察
す
る
よ
う
に
、
ス
パ
フ
ア
リ
図
の
シ
ベ
リ
ア
の
描
図
に
は
旅
行
で
見

関
さ
れ
た
新
し
い
資
料
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
て
、
従
来
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
よ
り
格
段
に
詳
細
正
確
と
な
っ
て
い
る
Q

ま
た
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
な

か
の
中
国
の
描
写
に
は
有
名
な
マ
ル
チ

（
冨
・
冨
mユ
宮
町
）
の

「
中
国
新
地
図
帳
、

一
六
五
五
年
」
の
な
か
に
あ
る
中
国
全
図
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
マ
ル
チ
ユ
の
地
図
帳
を
ス
パ
フ
ァ
り
は
北
京
で
入
手
し
た
ら
し
く
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
事
情
を
考
慮
す
る

と
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
基
礎
的
な
地
形
が
描
か
れ
う
る
の
は
早
く
と
も
、
使
節
団
が
シ
ベ
リ
ア
旅
行
を
終
え
て
北
京
に
到
着
し
た
一
六
七
六
年

の
後
半
か
ら
後
の
こ
と
と
な
る
む
そ
の
う
え
、
地
図
上
に
は
使
節
の
旅
行
路
が
往
復
と
も
に
描
き
い
れ
て
あ
る
の
で
、
使
節
団
が
ま
だ
北
京
へ



向
う
往
路
に
あ
っ
た
一
六
七
五
年
と
い
う
年
紀
を
採
用
す
る
と
と
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
無
理
で
あ
る
。

次
に
、
パ
グ
ロ
フ
の
提
案
し
て
い
る
一
六
八
二
年
と
い
う
も
う
一
方
の
年
紀
で
あ
る
。
パ
グ
ロ
フ
自
身
は
こ
の
年
紀
の
根
拠
を
何
も
示
し
て

い
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
推
測
す
る
ほ
か
は
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
年
紀
は
ス
パ
フ
ァ
リ
の
著
作
と
さ
れ
る
「
ロ
シ
ア
の
村
を
中
国
人

か
ら
分
界
す
る
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
（

ω官
民
間
色
町

O
〈冊目付
OM「
円
巾
宮
〉
自
民
3
・
W
O
E
S
U
E
E
N
m
H・8
口
問
円
己
臼
臼
wou弓
印
巾
ぽ
巳
巾
印

同
日
昨
巳

Z
5」
の
年
紀
と
一
致
さ
せ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。
こ
の
「
物
語
」
の
著
者
が
ス
パ
フ
ァ
リ
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

古
く
ア
ル
セ
ニ
エ
フ

（
〈
ロ
・
〈
－

kra巾ロ可巾
3

－
八
八
二
年
）
お
よ
び
ミ
ハ
イ
ロ
ア
ス
キ
ー
Q
－

Z
・
富
山
W
Y
巳

HoggJ
一
八
九
九
年
〉

よ
っ
て
主
張
さ
れ
、

〉
・
↓
日
汁
C
〈
）
編
「
一
七
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
、

礎
と
し
た
も
の
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
パ
ッ
ド
レ

l
は
、
レ
ユ
シ
グ
ラ

i
ド
公
共
図
書
館
所
蔵
の
別
の
写
本
〈
の
句
切
・
同
l
H

タ

Z
。・

E
C

か
ら
英
訳
し
た
も
の
を
、
そ
の
著
書
の
な
か
に
掲
載
し
て
い
お
。
し
た
が
っ
て
「
物
語
」
の
内
容
は
そ
れ
ら
の
刊
本
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て

今
日
で
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
」

一
八
九
O
年
」
の
な
か
に
、
ス
パ
ス
キ

l
（
の
・
門
的
匂
目
的
停
吋
）
所
蔵
の
一
七
世
紀
の
写
本
を
基

の
刊
本
と
し
て
は
、

チ
ト
フ
（
〉
・

い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
の
著
作
年
代
は
学
界
で
も
不
明
確
で
あ
る
ら
し
く
、
ア
ジ
ド
レ

l
フ
は
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
し
て
い

な
い
し
、
ベ
ル
グ
（
F
・
ω・
ω
q
m）
は
こ
れ
を
一
六
八
九
年
（
ネ
ル
チ
シ
ス
グ
条
約
締
結
）
以
前
の
著
作
で
あ
る
と
だ
け
言
っ
て
お
関
、
ま
た

【間
v

グ
レ
コ
フ
（
〈
－

H

口
5
r
o〈
）
の
著
書
で
は
一
六
七
五
年
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
う
い
う
見
解
も
あ
る
と
み
え
る
。

パ
グ
ロ
フ
は
、
上
述
の
よ
う
に
か
れ
の
一
九
四
七
年
の
論
文
に
お
い
て
は
矛
盾
す
る
二
つ
の
年
紀
を
提
示
し
た
が
、
そ
の
後
一
九
五
五
年
に

発
表
し
た
論
文
の
な
か
で
は
、
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
」
の
年
代
を
－
六
八
二
年
と
し
、
ス
パ
フ
ァ

p
図
の
年
代
も
一
六
八
二
年
と
し
て
い

る
。
そ
の
論
文
の
な
か
で
バ
グ
ロ
フ
は
、
ス
バ
フ
ァ
り
図
に
描
か
れ
て
い
る
パ
イ
カ
ル
湖
付
近
か
ら
北
東
方
へ
の
び
て
海
中
に
ま
で
突
出
し
て

い
る
特
色
あ
る
山
脈
の
表
現
（
第
二
国
参
照
〉
、
お
よ
び
そ
の
か
た
わ
ら
に
記
入
さ
れ
て
い
る
説
明
の
文
句
が
、
「
物
語
」
の
な
か
の
記
載
（
木
稿

第
四
節
、
資
料
V
）
に
合
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
地
図
と
「
物
語
」
と
が
一
致
し
て
い
る
事
実
が
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図

の
年
代
を
一
六
八
二
年
と
す
る
パ
グ
ロ
フ
の
根
拠
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
か
れ
が
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
年
代
と
し
て
裏
に
主
張
し
た
い
の

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

四



ス
パ
フ
ァ
り
の
シ
ベ
リ
ア
地
閣
（
三
上
）

同
j¥.. 

は
、
こ
の
年
代
で
あ
ろ
う
。

こ
の
異
様
な
山
脈
の
表
現
は
、
従
来
の
一
七
世
紀
シ
ベ
リ
ア
地
図
に
は
見
ら
れ
ず
、

ス
パ
フ
ア
リ
図
に
い
た
っ
て
初
め
て
あ
ら
わ
れ
た
顕
著

な
特
色
で
あ
り
、
本
稿
で
も
後
で
第
四
節
に
お
い
て
詳
細
に
論
及
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
特
色
あ
る
山
脈
の
表
現
が
「
物
語
」
の
記
事
に
照

応
す
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
、
ス
パ
フ
ア
リ
図
の
年
紀
を
こ
の
「
物
語
」
の
年
代
に
合
致
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
パ
グ
ロ
フ
の
見
解
は
一
応

考
慮
に
値
し
よ
う
。
し
か
し
今
の
筆
者
に
は
、

「
物
語
」
の
著
作
年
代
を
ど
の
程
度
ま
で
健
実
に
一
六
八
二
年
と
決
定
で
き
る
の
か
明
ら
か
で

な
い
。
パ
グ
ロ
フ
は
前
記
の
ア
ル
セ
エ
エ
フ
の
論
文
（
一
八
八
二
年
）
を
参
照
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
示
唆
を
う
け
た
か
と
も
推
測
さ
れ

る
が
、
年
代
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
確
実
な
根
拠
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
、
パ
グ
ロ

フ
の
一
六
八
二
年
と
い
う
年
紀
は
今
の
筆
者
と
し
て
は
保
留
し
て
お
く
ほ
か
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
本
稿
で
は
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
年
紀
と
し
て
は
一
応
ベ
ロ
フ
や
ア
ン
ド
レ

i
フ
の
主
張
に
し
た
が
う
こ
と
と
し
、
ス
．
ハ

フ
ア
り
が
使
節
旅
行
か
ら
モ
ス
グ
ヲ
に
帰
着
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
省
へ
「
シ
ベ
り
ア
旅
行
記
」
と
そ
し
て
多
分
シ
ベ
リ
ア
地
図
を
も
提
出
し
た
と

考
え
ら
れ
る
一
六
七
八
年
を
、
採
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

最
後
に
こ
の
地
図
の
所
在
で
あ
る
。
ス
パ
フ
ァ
リ
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
外
務
省
へ
提
出
さ
れ
た
こ
の
シ
ベ
リ
ア
図
は
、
い
つ
の
時
代
に
か
ロ
シ

ア
外
務
省
か
ら
失
わ
れ
て
ド
イ
ツ
へ
渡
？
た
も
の
ら
し
い
。
第
一
図
の
右
下
を
み
る
と
、
そ
こ
に
円
形
、
長
方
形
お
よ
び
楕
円
形
の
三
個
の
蔵

そ

の

う

ち

円

形

の

押

印

の

文

字

は

、

（

問

。

肘

Z
同
の
「
同
〉
同
寸
O
の
同
〉
司
出
・

【お》

HZω
同，

E，
q
↓
回
開
問
岡
、
ロ
ム
）
」
と
読
め
る
し
、
他
の
二
個
も
ア
シ
ド
レ

I
フ
に
よ
る
と
ベ
ル
リ
ン
図
書
館
の
押
印
で
あ
る
と
い
テ
。

番
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

「
王
立
地
図
学
研
究
所
、

ベ
ル
リ
シ

そ
れ
ら
の
図
書
館
な
ら
び
に
研
究
所
を
転
々
と
し
た
こ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
が
、
つ
い
に
パ
グ
ロ
フ
の
所
蔵
に
帰
す
る
に
い
た
っ
た
事
情
も
、

ま
た
パ
グ
ロ
フ
が
一
九
五
七
年
に
死
去
し
た
後
は
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
も
、
い
ま
筆
者
に
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
パ
グ
ロ
フ

蒐
集
の
他
の
古
地
図
類
が
、
た
と
え
ば
、

一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
め
に
わ
た
る
こ
ろ
の
代
表
的
な
シ
ベ
リ
ア
地
図
帳
の
一
つ
で
あ
る
、

レ
メ
プ
フ
（

ω・
ロ
河
内

g
R
O〈
）
の
「
コ
ロ
グ
ラ
フ
ィ

i
地
図
帳
〈

5
5
5
m
g凶
n
v
g
E
3
w
E
b）
」
の
原
本
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の



ハ
ー
グ
ァ

l
ド
大
学
（
出
向
円
〈

m
E
d
E〈・）

図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、

あ
る
い
は
こ
の
ス
パ
フ
ァ
リ
図
も
ア
メ
リ
カ
へ
渡

っ
て
い
る
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

一
、
ス
パ
フ
ア
リ
図
の
中
国
と
シ
ベ
リ
ア

つ
ぎ
に
は
、

ス
パ
フ
ァ
リ
図
が
シ
ベ
リ
ア
地
図
と
し
て
も
っ
て
い
る
内
容
の
検
討
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
移
る
ま
え
に
、
こ
の
地
図
の
な
か
の

シ
ベ
リ
ア
以
外
の
中
国
そ
の
他
の
描
図
に
つ
い
て

て
お
き
た
い
。

ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
中
国
の
部
分
は
、
何
を
資
料
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
パ

γ
ド
レ
ー
に
よ
る
と
、
ス
パ
フ

ア
リ
の
中
国
に
関
す
る
著
作

7
中
国
誌
（
。

1
8巴
巾
℃
巾
吋
〈

3
6
n
v
a
t
g巾戸内ロロ
31白
品

目

8
3戸巾
5
0可
〉
N
F・
：
）
」
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

大
部
分
が
有
名
な
マ
ル
チ
ニ
ハ
宮
内

W
2
E
5
E
R忌
子

HOE－

HGON〉
の
「
中
国
新
地
図
帳
（

Z
2
5
〉
己

g
巴

5
5
F
〉
5
2
q
E
F

の
逐
語
訳
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
い
円
。
ま
た
ア
シ
ド
レ

l
フ
に
ま
る
と
、
ス
パ
フ
ア
リ
の
「
グ
グ
l
ル
誌
（
↓

E
m
g
W
3
d
w
E・

ま
ず
、

HO日切）」
N
E
g
m）
」
は
、
や
は
り
マ
ル
チ
品
の
「
髄
担
戦
記
（

Um
回巾ロ
o
、HJR仲間ユ円
0
・
〉

E
4
3召・

5
2）
の
ロ
シ
ア
語
訳
で
あ
る
し
、

リ
は
「
轄
担
戦
記
」
の
な
か
の
中
国
図
E

巴

E曲
目

肖

O
〈山口巳

m
2
5
H
S
H）
巾
吋
比
巴
巳
巳
屈
町
内
・
を
も
、

と
で
あ
る
。

ス
ノ、

フ
ア

シ
ベ
リ
ア
省
へ
提
出
し
た
と
い
う
こ

ス
パ
フ
ァ
リ
は
北
京
に
い
た
耶
蘇
会
土

G
Z巳
Z
）
か
ら
入
手
し

な
お
パ

y
ド
レ

1
は
、
上
記
二
つ
の
マ
ル
チ
ユ
の
著
作
を
、

（却）

た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
し
て
ス
パ
フ
ァ
リ
は
そ
の
旅
行
中
に
、
既
述
の
よ
う
に
セ
レ
シ
ギ
y
ス
グ
そ
の
他
で
長
期
の
滞
在

を
し
て
い
る
の
で
、
使
節
旅
行
の
問
で
も
、
中
国
で
入
手
し
た
種
々
の
資
料
を
翻
訳
し
た
り
、
中
国
や
シ
ベ
リ
ア
に
関
す
る
自
己
の
著
述
を
進

め
た
り
す
る
時
間
的
余
裕
も
あ
っ
た
こ
と
と
息
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ス
パ
フ
ァ
リ
に
よ
る
前
記
マ
ル
チ
一
一
の
「
中
国
新
地
図
帳
」
の
翻
訳
と

八回）

「
中
国
誌
」
の
著
述
と
は
、
明
ら
か
に
か
れ
の
旅
行
中
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
作
っ
た
種
々
の
中
国
図
以
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
中
国
の
部
分
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
予
測
し
た

と
お
り
ス
パ
フ
ァ
り
図
の
中
国
の
部
分
は
、
や
は
り
マ
ル
チ
＝
の
「
中
国
新
地
図
帳
」
の
な
か
に
あ
る
中
国
全
図

E
F
H
6
2ロ
巴

S
2
5
5
5

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

四
JL 



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
凶
（
三
上
）

。

円同町臼の円山
U
t
o－
－
と
描
図
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
て
、

こ
の
マ
ル
チ
一
一
の
中
国
全
図
を
利
用
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
と
が
断
定
で
き
る
の

で
あ
る
。

（同
O
円
巾
件
印
｝
内

0

3

m

O
印

己

骨

円

白

守

O
〉

そ
の
ほ
か
ス
パ
フ
ァ
り
図
で
は
満
州
の
地
形
も
か
な
り
詳
細
に
描
か
れ
て
あ
り
、
朝
鮮
半
島
も
描
か
れ
で
あ
っ
て
、
こ
の
半
島
に
は
朝
鮮
国

ま
た
ス
パ
フ
ァ
り
は
北
京
へ
の
使
節
旅
行
の
と
き
に
ア
ム
ー
ル
川
は
航
行
し
な
か

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

っ
た
の
で
あ
る
が
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
で
は
、
ア
ム
ー
ル
川
疏
域
の
描
図
も
幾
分
改
良
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
地
図
を
み
る
と
こ
の
川

の
名
は
単
に
ア
ム
ー
ル
と
せ
ず
特
に
大
河
ア
ム
ー
ル
（
〈
己
目
付

mq，
mw
吋巾

wm
〉
自
民
る
と
し
る
さ
れ
、
こ
れ
に
流
入
す
る
左
岸
の
諸
支
流
に
は
、

川
口
に
近
い
も
の
か
ら
上
流
へ
と
そ
の
河
名
ハ
ム
シ
川
（
同
何
回
目
ロ
ロ
P
こ
れ
は
ア
ム
グ
エ
川
〔
〉
自
民
ロ
ロ
〕
に
比
定
さ
れ
る
）
、
プ
イ
ス
ト
ラ
ヤ

川
〈
切
可
乞
話
可
向
r
こ
れ
は
プ
レ
ヤ
川
〔
切
戸
店
ヨ
凶
〕
に
比
定
さ
れ
る
）
、
お
よ
び
ズ
ィ

l
ヤ
川
（
N
q
p
こ
れ
は
ゼ

1
ヤ
川
〔
N
3
d〕
に
比
定

さ
れ
る
）
が
し
る
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
す
こ
し
上
流
の
ア
ム
ー
ル
川
畔
に
は
既
述
の
ア
ル
パ
ジ
シ
柵
（
〉
厚
足
首
臼
r）
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た

右
岸
の
明
ら
か
に
ス
ン
ガ
リ
川

（∞ロロ

mm円
「
松
花
江
）

と
息
わ
れ
る
大
き
い
支
流
に
は
、

チ
シ
ガ
ル
（
同
，
E
O巳）

と
付
記
さ
れ
て
い
る

（
第
二
図
参
照
）
。

パ
グ
ロ
フ
は
、

ス
パ
フ
ァ
リ
の
著
作
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
」
の
記
述
や
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
ア
ム
ー
ル
川
の
描
図
資
料
と
し
て
は
、
多
分

いポ
る号ヤ
。Jレ
コ
フ

（

J
戸

司
O
可
知
円
］

8
4）

と
ハ
パ
ロ
フ
（
ペ
巾
・
関
何
回
忌

R
O〈）

と
の
ア
ム
ー
ル
川
探
検
報
告
が
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て

ス
パ
フ
ア
り
の
ア
ム
ー
ル
川
お
よ
び
サ
ハ
リ
シ
島
（
樺
太
）
に
関
す
る
知
識
は
、

一六

ま
た
ポ
レ
、
グ
方
イ
（
回
・
句
－
H
U

己巾
4
0
吋
）
は
、

五
二
年
ご
ろ
に
ア
ム
ー
ル
川
の
下
流
域
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
ポ
り
ヤ
コ
フ
（

ω・〈－

P】
守
同
｝

S
〈）

て
い
お
。
以
上
の
よ
う
な
パ
グ
ロ
フ
お
よ
び
ポ
レ
ヴ
才
イ
の
推
測
は
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
文
献
的
資
料
が
挙
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
か
れ

か
ら
得
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し

ら
の
推
測
を
い
ま
こ
こ
で
確
実
な
こ
と
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
諸
資
料
が
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
描
写
に
利
用

さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
、
大
い
に
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
以
下
ス
パ
フ
ァ

F
図
の
シ
ベ
リ
ア
の
部
分
の
考
察
に
移
る
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の
地
図
の
シ
ベ
リ
ア
の
描
図
は
、
こ
れ
以
前
の
一
七



世
紀
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
諸
地
図
、
す
な
わ
ち
一
六
六
七
年
の
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
」
や
、

た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
パ
ル
ム
グ
ヴ
ィ
ス
ト
の
シ
ベ
リ
ア
全
図

一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
お
よ
び
そ
れ
を
複
写
し

（
一
六
七
三

l
七
四
年
）
（
第
四
図
参
照
）
な
ど
に
比
較
し
て
、
ス
パ
フ
ア
リ

使
節
団
が
通
過
し
た
シ
ベ
リ
ア
沿
道
の
描
図
が
、
格
段
に
詳
細
と
な
り
正
確
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
見
し
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
特
に

シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
パ
イ
カ
ル
湖
の
位
置
と
、
パ
イ
カ
ル
湖
か
ら
流
出
し
て
イ
エ
エ
セ
イ
川
に
合
流
す
る
ア
シ
ガ
ラ
川
流
域
と
の
描
図
は
、
大

い
に
改
良
さ
れ
て
い
る
。
以
前
の
諸
地
図
で
は
パ
イ
カ
ル
湖
の
位
置
は
、
イ
エ
エ
セ
イ
川
を
下
流
か
ら
真
直
ぐ
上
流
へ
た
ど
っ
て
行
く
と
そ
の

ま
ま
パ
イ
カ
ル
湖
に
突
き
あ
た
る
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
て
、
ア
シ
ガ
ラ
川
の
存
在
は
無
視
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ス
パ
フ
ア
リ
図
で
は
パ

イ
カ
ル
湖
（
回
巳
wgwou「巾

5
0
3
と
記
載
）
の
位
置
が
正
し
く
東
方
へ
移
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
流
出
す
る
長
い
ア
シ
ガ
ラ
川
が
イ
エ
ニ

セ
イ
川
に
合
流
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
て
、
ア
ン
ガ
ラ
川
の
沿
岸
に
は
、
パ
ラ
ガ
シ
ス
コ
イ

（回出回問問山口∞
wou〉
A
「
，
日
の
切
凶
H
m
m田口切片）

お
よ
び
プ
ラ

1
ツ
コ
イ
（
切
門
mZHSM〉
今
日
の
回
E
Z片
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
第
一
図
と
第
二
図
参
照
）
。

ま
た
シ
ベ
リ
ア
北
方
の
北
極
海
沿
岸
と
東
方
の
太
平
洋
沿
伴
と
は
、
以
前
の
シ
ベ
リ
ア
諾
地
図
で
は
、
出
入
の
少
な
い
平
滑
な
海
岸
線
が
描

か
れ
て
い
た
が
、
ス
パ
フ
ア
リ
図
で
は
地
図
ら
し
い
感
じ
の
す
る
か
な
り
出
入
の
多
い
複
雑
な
海
岸
線
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ベ

リ
ア
北
部
や
北
東
部
に
関
し
て
何
か
新
し
い
地
図
資
料
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
特
に
レ
ナ
川
口
以
東
の
海
岸
線
は
、
改
良
が

著
し
い
。
以
前
の
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
や
パ
ル
ム
グ
ヴ
ィ
ス
ト
図
な
ど
に
お
い
て
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
北
極
海
岸
は
レ
ナ
川
口
の
す
こ
し

東
方
で
南
へ
直
角
に
ま
が
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
直
角
に
ま
が
っ
た
海
岸
は
ゆ
る
や
か
な
液
状
の
曲
線
を
描
い
て
そ
の
ま
ま
ア
ム
ー
ル
川
口
に
達

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
は
北
極
海
へ
流
入
し
て
い
る
ア
ラ
ゼ
ヤ
川
（
〉
宮
認
可
知
）
と
そ
の
東
方
の
コ
ル
ィ
マ
川
（
同
己
ヨ
H
H
m

）
と
は
、

そ
の
地
図
上
で
は
、
こ
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
太
平
洋
側
と
み
え
る
直
角
に
ま
が
っ
た
方
の
海
岸
へ
流
入
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
る

に
ス
パ
フ
ァ
リ
図
で
は
、

コ
ル
ィ
マ
川
口
の
東
方
ま
で
が
北
極
海
岸
の
つ
づ
き
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

と
記
載
）

す
な
わ
ち
ス
パ
フ
ァ
リ
図
を
入
念
に
し
ら
べ
て
み
る
と
、
レ
ナ
川
口
の
東
方
に
は
オ
モ
ロ
イ
川

が
あ
り
、
そ
の
東
方
に
は
長
く
、
海
上
へ
突
出
し
た
多
分
現
在
の
ス
ヴ
ィ
ヤ
ト
イ
・
ノ
ス
岬
（O
E
O

－。ωコ
地
図
上
に
は
。
5
0円
OM『巾〈同

（ω4M「白
FEM「
Z
O臼
）
と
推
定
さ
れ
る
岬

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

五



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

五

が
あ
り
、
そ
の
先
端
ち
か
く
に
は
、
パ
リ
シ
ョ
イ
・
リ
ヤ
ホ
ア
ス
キ
ー
島

て
い
る
（
第
二
図
と
第
三
岡
参
照
〉
。
北
極
海
岸
は
な
お
東
方
へ
つ
。
つ
い
て
長
大
な
コ
ル
ィ
マ
川
の
川
口
に
達
し
、

突
端
で
直
角
に
南
へ
ま
が
る
の
で
あ
る
。
こ
の
北
極
海
側
へ
流
出
す
る
よ
う
に
み
え
る
最
後
の
長
大
な
川
に
は
、
河
名
の
記
載
は
な
い
が
、
こ

（〈
O
H印F
O
M「

F
M刊州島町
O
〈印
W
U可
）
と
お
も
わ
れ
る
一
大
島
が
描
か
れ

そ
の
東
方
に
隣
接
す
る
岬
の

れ
が
コ
ル
ィ
マ
川
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
上
流
の
支
流
に
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
（
戸
国
古
門
古
31HH）
と
記
入
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
確
定
で
き
る
。

後
で
次
節
に
お
い
て
引
用
す
る
よ
う
に
、
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書

3
1印
O
F－
－
）
に
は
、

コ
ル
ィ
マ
川
は
レ
ナ
海
（
北
極
海
｜
三
上
注
）

「
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
は
コ
ル
ィ
マ
川

へ
流
入
し
、

へ
流
入
す
る
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
次
節
の
資
料
E
参
照
）
。

ス
ハ

フ
ァ
リ
の
著
作
と
さ
れ
る
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
」
あ
る
い
は
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
記
述
」
に
も
、
同
様
の
記
載
が
あ
る
（
次
郎
の
資
料
V
参
照
）
C

こ
の
よ
う
に
、
レ
ナ
川
以
東
の
北
極
海
沿
岸
が
コ
ル
ィ
マ
川
の
東
方
ま
で
張
り
だ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
描
図
の
仕
方
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま

で
考
察
し
て
き
た
従
来
の
一
七
世
紀
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
諸
地
図
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
実
に
こ
の
ス
パ
フ
ア
リ
図
に
い
た
っ
て
初

め
て
現
わ
れ
た
新
し
い
表
現
で
あ
る
。

コ
ル
ィ
マ
川
の
東
方
で
直
角
に
ま
が
っ
た
海
岸
は
、
や
が
て
り
マ
（
ピ
ヨ
何
回
）
と
警
か
れ
た
川
を
流
入
さ
せ
た
後
、
大
き
い
半
島
と
な
っ
て

突
出
す
る
。
そ
の
先
端
へ
流
出
す
る
川
に
は
、
ア
ナ
パ
ラ
川
（
同
・
〉
ロ
与
回
目
）
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
南
方
に
も
う
一
つ
半
島
が
あ
り
、

そ
の
半
島
の
南
側
へ
流
出
す
る
川
に
は
グ
ワ
ラ
（
ロ
釦
ロ
日
）
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
南
方
に
は
、
パ
イ
カ
ル
湖
の
東
方
に
は
じ
ま
る
長
大

な
山
脈
が
遠
く
海
岸
に
達
し
、
さ
ら
に
海
上
へ
な
が
く
突
出
し
て
、
地
図
の
図
郭
外
に
ま
で
の
び
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
長
大
な
山
脈
の
海
岸

ち
か
く
に
は
、
ダ
ワ
ラ
川
の
す
ぐ
上
の
と
こ
ろ
に
山
脈
の
両
側
に
わ
た
っ
て
、
「
連
水
陸
路
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
（
〈
O
H
O
W
E
E
E
g
仏

g）」

と
付
記
さ
れ
て
あ
り
、
ま
た
同
じ
こ
の
山
脈
の
中
央
部
の
と
こ
ろ
に
は
、

（の
oミ

C
片
岡

twmHH何
回
目
色
。
目
。
ミ
jm巴
仙
〈
目
。
吋
巾
）
」
と
い
う
説
明
の
文
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
以
前
の
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
で
は
コ

「
パ
イ
カ
ル
か
ら
海
に
い
た
り
、
さ
ら
に
海
中
に
ま
で
達
す
る
山
脈

ル
ィ
マ
川
ま
で
し
か
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
コ
ル
ィ
マ
川
か
ら
長
大
な
山
脈
の
岬
に
い
た
る
ま
で
の
北
東
ア
ジ
ア
沿
岸

の
描
図
も
ま
た
、

ス
パ
フ
ア
リ
図
に
い
た
っ
て
初
め
て
現
わ
れ
た
新
し
い
表
現
で
あ
る
。



ま
た
ス
パ
フ
ァ
リ
図
に
は
、

ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ア
ナ
ド
ゥ
イ
り
川
が
、

ソ
連
の
ベ
ロ
フ
は
、

ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
と
し
て
は
早
期
に
描
か
れ

た
と
解
釈
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
G

ジ
ア
北
東
端
の
回
航
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
、
貴
重
な
研
究
書
「
セ
ミ
ヨ
シ
・
デ
ジ
エ
ヨ
フ

た
が
、
そ
の
な
か
で
ベ
ロ
フ
は
ス
パ
フ
ァ
リ
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
前
記
の
ア
ナ
パ
ラ
川
を
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
と
解
釈
し
て
、
こ
こ
に
ア
ナ
ド

－
六
四
八
年
の
デ
ジ
ェ
ョ
フ
（

ω－
U
R
Vロ可
0
4
・
あ
る
い
は

U
R
Vロ
2
）
の
ア

（
ω巾
g
ヨ
ロ
ロ
巾
N
F
ロ
凶
己
〆
出
回
）
」
を
発
表
し

ウ
イ
リ
川
が
初
め
て
拙
か
れ
記
載
さ
れ
た
と
し
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
で
は
、
レ
ナ
川

の
か
な
た
に
は
巨
大
な
陸
地
の
突
出
部
が
描
か
れ
、
そ
の
突
出
部
は
北
東
に
む
か
い
、
つ
い
で
南
方
へ
ア
ム
ー
ル
川
の
ほ
う
へ
急
に
方
向
を
変

（のげロ｝
S
Z
W可
）
半
島
の
よ
う
に
拙
か
れ
た
。

発
見
さ
れ
た
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
が
初
め
て
描
示
さ
れ
た
」
と
。

こ
の
突
出
部
は
あ
た
か
も
チ
ュ
コ
ト

ス
パ
フ
ア
リ
図
に
は
、
デ
ジ
＝
ョ
フ
に
よ
っ
て

与
え
司
令
。

ポ
レ
ヴ
ォ
イ
も
右
の
ベ
ロ
フ
と
同
様
に
、

ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
ア
ナ
パ
ラ
川
を
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
と
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
今
日
の
シ
ベ

リ
ア
地
図
を
み
る
と
レ
ナ
川
の
西
方
に
ア
ナ
パ
ル
川
（
〉
ロ
え
百
円
）

が
あ
る
が
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
ア
ナ
パ
ラ
川
は
コ
ル
ィ
マ
川
よ
り
も
東
方

に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
今
日
の
ア
ナ
パ
ル
川
で
は
な
い
と
し
、

ス
パ
フ
ァ
り
図
の
ア
ナ
パ
ラ
川
は
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説

な
ど
に
出
て
く
る
ナ
ナ
ボ
ラ
川
（
ZM富山
σ
0
5）
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、

ウ
イ
リ
川
の
別
名
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
ア
ナ
パ
ラ
川
を
ア
ナ
ド
ゥ
イ
り
川
と
み
る
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
並
び
に
ベ
ロ
フ
の
解

釈
は
大
体
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ベ
ロ
フ
の
見
解
に
し
た
が
っ
て
、
ス
パ
フ
ア
り
図
に
は
ア
ナ
ド
ゥ
イ
り
川
が
シ
ベ
リ
ア
の
地
図
と
し
て
最

明
書
（
次
節
の
資
料
直
参
照
）

こ
の
ナ
ナ
ボ
ラ
川
と
い
う
の
は
ア
ナ
ド

初
に
描
か
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。「
一
六
七
二
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
」

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
か
れ
は
こ
の
地
図
を
一
六
七
四
年
の
作
製
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
近
く
論
文
に
書
く
予
定
と
い
う
）
の
な
か
に

し
か
し
ポ
レ
ヴ
方
イ
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る

（
こ
れ
は
最
近
で
は
一
六
七
三
年
シ
ベ
り
ア
地
図
と
よ
ば
れ

と
い
う
川
の
名
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ス
グ
ド
ゥ
ヒ
シ
の
請
願
書
な
ど
で
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
を
指
す
の
に
使
わ
れ
て
い

る
ア
ド
ゥ
イ
リ
（
〉
仏
官
、
）
の
歪
曲
さ
れ
た
形
で
あ
る
と
い
戸
。
こ
の
よ
う
な
ボ
レ
ヴ
ォ
イ
の
主
張
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
こ
の
地
図
の
方
が

ア
ル
ド
ゥ
イ
（
〉
吋
【
H
M

「）

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

五



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

五
回

ス
パ
フ
ァ
リ
図
よ
り
早
い
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
の
描
図
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
ポ
レ
グ
庁
イ
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
右
の
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
複
写
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た

ス
ク
ェ

l
デ
シ
の
パ
ル
ム
グ
ヴ
ィ
ス
ト
の
複
写
図
と
、
ス
パ
ル
グ
エ
シ
フ
ェ
ル
ト
の
複
写
図
と
を
、
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
図
、

一
六
六
七

年
」
と
同
年
に
作
ら
れ
た
別
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
を
複
写
し
た
も
の
と
み
る
新
し
い
意
見
を
だ
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
複

写
図
に
み
え
る
ア
ジ
l
ル
川

を
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

る
な
ら
、
こ
れ
ら
ス
ク
ェ

1
デ
シ
の
複
写
図
の
原
図
と
な
っ
た
一
六
六
七
年
の
ん
シ
ベ
リ
ア
地
図
と
い
う
も
の
が
、
お
そ
ら
く
最
初
に
ア
ナ
ド
ゥ

イ
リ
川
を
描
き
い
れ
た
ロ
シ
ア
製
の
地
図
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
と
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
に
ア
ナ
パ
ラ
川
と
し
て

拙
か
れ
た
ア
ナ
ド
ゥ
イ
り
川
は
、
必
ず
し
も
ベ
ロ
フ
の
主
張
す
る
よ
う
に
シ
ベ
り
ア
地
図
上
に
お
け
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
く
な

る
が
、
し
か
し
比
較
的
平
期
の
表
現
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〈

k
p門
同
日
円
）

も
し
そ
の
よ
う
な
ポ
レ
グ
ォ
イ
の
見
解
が
是
認
さ
れ

最
後
に
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
ア
ジ
ア
東
岸
に
は
、
さ
き
に
も
の
ベ
た
よ
う
に
遠
く
、
海
中
に
突
出
し
て
い
る
長
大
な
山
脈
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
描
図
も
ま
た
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
に
い
た
っ
て
初
め
て
現
わ
れ
た
特
別
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
幾
ら
か
詳
細
な
考
察

を
必
要
と
す
る
の
で
、
つ
ぎ
に
節
右
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
主
ぅ
。

四
、
迂
回
で
き
な
い
山
脈
の
岬

ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
地
形
に
み
ら
れ
る
著
し
い
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
パ
イ
カ
ル
湖
東
か
ら
北
東

方
へ
の
び
る
長
大
な
山
脈
が
、
海
上
速
く
岬
と
な
っ
て
突
出
し
て
い
る
異
様
な
表
現
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
山
脈
に
は
、
既
述
の
よ
う
に
「
パ

イ
カ
ル
か
ら
海
に
い
た
り
、
さ
ら
に
海
中
に
ま
で
達
す
る
山
脈
」
と
い
う
説
明
文
と
、
「
連
水
陸
路
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
」
と
い
う
説
明
の

文
字
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
山
脈
は
地
図
の
図
郭
に
よ
っ
て
途
中
で
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
山
脈
は
図
郭
外
へ
ど
こ
ま
で
延
び
て
い
る

第
一
図
を
み
る
と
す
ぐ
気
が
つ
く
よ
う
に
、

の
か
、
そ
の
末
端
は
不
明
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。

一
七
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
上
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
シ
ベ
リ
ア
北
東
部
の
「
末
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ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

0 500 K有1

端
の
知
れ
な
い
山
脈
L

の
突
出
あ
る
い
は
「
迂

回
で
き
な
い
岬
」
の
顕
著
な
表
現
は
、
ス
パ
フ

ア
リ
図
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
地
図
を
一
見

す
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
こ
の
長
大
な
山

脈
の
岬
は
何
で
あ
る
の
か
、

ス
パ
フ
ァ
リ
図
に

系

こ
の
よ
う
な
特
異
の
描
図
が
お
こ
な
わ
れ
た
そ

;J< 

の
基
礎
的
な
資
料
は
何
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う

の

疑
問
が
お
こ
っ
て
く
る
。

ア

筆
者
が
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
解
決
し
よ
う
と

ジ

／崎、

冨一
民：六
F 四
三：九
九年
＇：－： の
印、
♀過ミ
色ノ、

廿イ

ミ乙 ノレ

ス
グ
ド
ウ

し
て
、

アん米

ヒ
ン

の
請
願
書

;[I:; 

（

nr吊一【
O
げ
ば
ロ
印
可
釦
〉
、

一
六
六
七
年
シ
ベ
リ
ア

第3['.61 

地
図
の
説
明
書
、

一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図

の
説
明
書
、
お
よ
び
ス
パ
フ
ァ
リ
の
著
作
「
大

河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
」
な
ど
を
資
料
と
し
て
考

究
し
つ
つ
あ
っ
た
と
き
に
、

y
連
の
ボ
レ
グ
オ

イ
（
回
・
MM
・
M
M
O
H
2
0
5

が
一
九
六
四
年
に
、

ゴ
七
世
紀
に
お
け
る
ア
ジ
ア
北
東
端
に
関
す

る
地
理
的
観
念
の
形
成
史
。
『
山
脈
の
障
壁
』

五
五



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

五
六

に
関
す
る
報
道
、
『
迂
回
で
き
な
い
岬
』
に
関
す
る
伝
説
の
発
生
と
後
代
に
お
け
る
そ
の
変
払
v

」
と
い
う
か
な
り
長
い
論
文
を
発
表
し
た
。
そ

の
論
考
に
は
従
来
の
通
説
を
く
つ
が
え
し
た
独
創
的
な
見
解
も
み
ら
れ
る
の
で
、
本
節
で
は
主
と
し
て
そ
の
論
文
の
要
点
を
紹
介
し
つ
つ
、
ス

パ
フ
ァ
リ
図
に
描
か
れ
た
こ
の
長
大
な
山
脈
の
突
出
に
つ
い
て
論
述
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
ず
筆
者
の
管
見
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
大
陸
北
東
部
に
存
在
す
る
「
末
端
の
知
れ
な
い
山
脈
」
あ
る
い
は
「
迂
屈
で
き
な
い
岬
」
に
関
係
す

る
と
み
ら
れ
る
最
初
の
資
料
は
、
前
記
ミ
ハ
イ
ル
・
ス
グ
ド
ゥ
ヒ
シ
の
一
隊
が
一
六
四
九
年
七
月
に
コ
ル
ィ
マ
川
口
か
ら
東
方
へ
航
行
し
た
と

与

c
、

ス
グ
ド
ゥ
ヒ
ン
等
は
初
め
コ
ル
ィ
マ
川
畔
に

そ
こ
か
ら
順
風
の
航
海
三
日
余
の
、
と
こ
ろ
に
あ
る
黒
テ
シ
の
豊
富
な
ボ
グ
ィ
チ
ャ
川
と
も
コ
ヴ
ィ
チ
ャ
川
左
も
よ
ば
れ
る
大
河

【括》

（可。
mM『門
日
開

H
P
問。〈
u
E
F
P
こ
れ
は
後
で
説
明
す
る
よ
う
に
チ
ャ
ク
ン
川
〔
（
U
F山
口
口
〕
ま
た
は
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
と
思
わ
れ
る
）
の
存
在
を
伝

聞
に
よ
っ
て
知
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
川
を
発
見
す
る
た
め
に
コ
ル
イ
マ
川
口
か
ら
東
方
へ
七
昼
夜
帆
走
し
た
が
、
川
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
部
下
を
派
遣
し
て
、
沿
岸
に
居
住
す
る
コ
リ
ャ
グ
族
か
ら
捕
虜
を
と
ら
え
て
来
さ
せ
、
大
河
の
所
在
を
尋
ね
た
が
、
捕

い
る
と
き
、
北
極
海
沿
岸
の
コ
リ
ャ
グ

〈同

0
4州W
W）

族
か
ら
聞
い
た
情
報
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
Q

虜
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
川
は
知
ら
ぬ
と
答
え
、
そ
し
て
次
の
よ
う
に
の
べ
た
の
で
あ
る
。

資
料
I
（
ス
タ
ド
ゥ
ヒ
ン
の
謂
願
書
、

一
六
四
九
年
）

「
海
に
近
く
断
崖
の
山
脈
が
あ
っ
て
、
こ
の
山
脈
の
末
端
は
誰
も
知
ら
な
い
（
・
：
く
O
N
r
s
o『可
m
Z
N
E片
付
曲
目

5
3
己
M
B
F
W
O
E白山

E

B－

ロ
吋
ロ
ロ
巾
N
ロ
山
一
可
ロ
ハ
）
」
と
。

そ
れ
を
聞
い
た
ス
グ
ド
ゥ
ヒ
シ
等
の
一
行
は
食
糧
も
不
足
し
て
き
つ
つ
ゐ
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
コ
ル
ィ
マ
川
へ
引
返
え
し
た
。
か
れ
ら
が

引
返
え
し
た
そ
の
地
点
は
明
確
で
は
な
い
が
、
多
分
現
在
の
シ
ェ
ラ
グ
ス
キ

l
岬
〈

ω伊巾
Hmm臼
W
M
1
5
3）
付
近
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ

て
い
る
（
第
三
図
参
照
）
。

突
出
し
て
い
る
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
い
は
シ
ェ
ラ
グ
ス
キ
l
岬
の
と
と
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
こ
の
岬
か
ら
ベ

l

そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
に
コ
リ
ャ
グ
族
の
捕
虜
が
言
っ
た
と
い
う
「
末
端
の
知
れ
な
い
山
脈
」
は
、
そ
れ
が
海
中
に

リ
シ
グ
海
峡
の
南
方
ま
で
延
び
て
い
る
チ
ュ
コ
ト
山
脈
〈
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
山
脈
）
を
指
す
の
か
も
知
れ
な
い
ω

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
ス
グ
ド



ゥ
ヒ
シ
の
請
願
書
に
よ
っ
て
、

コ
ル
ィ
マ
川
の
東
方
に
存
在
す
る
「
末
端
の
知
れ
な
い
山
脈
」
の
こ
と
が
、

一
七
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
に
ヤ
グ

1

ツ
グ
方
面
の
ロ
シ
ア
人
に
も
伝
わ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
ツ
連
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
迂
回
で
き
な
い
岬
」
に
関
す
る
ロ
シ
ア
の
最
初
の
文
献
を
指
摘
し
て
論
じ
た
の
は
、
有
名
な
地
理
学
者

ベ
ル
グ
（
「

ω・
図
。
司
畑
町
〉
で
あ
っ
た
Q

か
れ
は
チ
ト
フ
（
〉
・
〉
・
寸
伊
丹
。
〈
）

編
著
「
一
七
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
」

の
な
か
に
入
れ
て
公
刊
さ
れ

た
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書

3
1
8
w
叩

n
Z
Z
R
F
m
ω
5山
門
的

E
苫－
N
2己
む
か
ら
、
次
の
資
料
E
お
よ
び
資
料
E
の
部
分
を

指
摘
し
た
。

資
料
E
〈
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
警
、
第
五
章
）

「
ア
ム
ー
ル
海
（
〉
ヨ
ロ
日
付
0
3
5
0吋
巾
）
に
よ
っ
て
キ
グ
イ
帝
国
に
い
た
る
航
路
は
な
い
、

な
ぜ
な
ら
ば
マ
シ
ガ
ゼ
ヤ
海
（
昌

g
m足
早

∞
｝
内

O
M『
巾

B

O
吋

P
、
酉
シ
ベ
リ
ア
北
岸
を
洗
う
北
極
海
｜
三
上
注
）

そ
の
山
脈
は
海
中
へ
延
び
て
い
て
、
こ
れ
を
迂
回
す
る
こ
と
は
巨
大
な
氷
塊
が
強
圧
し
た
り
粉
砕
し
た
り
す
る
の
で
誰
も
不
可
能
で
あ
る
。
人

が
こ
の
山
脈
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
キ
グ
イ
帝
国
へ
の
通
路
は
あ
ム
」

か
ら
ア
ム
ー
ル
海
ま
で
の
全
土
の
周
辺
に
は
山
脈

（－
2
5
8）
が
あ
り
、

右
の
記
事
を
引
用
し
て
、
ベ
ル
グ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

こ
こ
に
初
め
て
、
誰
も
迂
回
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
「
山
脈
（

E
5
3）
」
の
指

摘
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
以
来
こ
の
山
脈
は
、

シ
ベ
リ
ア
北
東
部
を
描
い
た
多
く
の
ロ
シ
ア
製
な
ら
び
に
諸
外
国
製
の
地
図
上
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
迂
回
し
得
な
い
山
脈
（
ロ
g
σ
w
F
o岳
包
可

E
W
5
2）
」
は
、

そ
の
後
の
諸
文
献
に
お
い
て
は
岬
（
ロ
O
印
）
と
よ
ば

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
六
四
九
年
に
ス
グ
ド
ゥ
ヒ
ジ
を
阻
止
し
た
シ
ェ
ラ
グ
ス
キ

l
岬
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
チ
ュ
コ
ト
半
島
で
あ
る
、
と
。

さ
ら
に
ベ
ル
グ
は
、
同
じ
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
の
な
か
で
、
右
の
引
用
文
の
す
こ
し
後
に
で
て
く
る
左
記
の
部
分
を
も
指

摘
し
て
い
る
。

資
料

E
〈
一
六
七
三
年
シ
ベ
り
プ
地
図
の
説
明
書
、
第
七
章
と
第
八
章
〉

「
コ
ル
ィ
マ
川
口
か
ら
コ
、
グ
ィ
チ
ャ

（
開
。
〈
三
時
岡
山
）
、

ナ
ナ
ボ
ラ
（

zmロ
mwto吋
印
〉
、
イ
リ
ヤ
（
ロ
吋
悶
）
、
ド
ゥ
ヲ

（U
R
m）
諸
河
川
の
川
口

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

F七



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

五
｝ 

の
か
た
わ
ら
を
通
り
、
陸
地
を
ま
わ
っ
て
、
山
脈
の
障
壁
（
w
m
B巾ロロ
mM『
釦
℃

2
m
g倉
一
）
ま
で
は
、
氷
塊
が
時
々
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
よ
う

に
通
航
を
ゆ
る
す
な
ら
ば
、
帆
走
し
て
一
一
具
で
到
達
で
き
る
が
、
氷
塊
が
通
航
を
ゆ
る
さ
な
け
れ
ば
三
年
を
要
寸
る
（
説
明
書
の
第
七
章
〉
。

そ
し
て
そ
の
山
脈
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
が
、
人
が
山
脈
の
頂
上
に
登
る
と
そ
の
人
に
は
二
つ
の
海

l
レ
ナ
海
（
F
m
g
w。
3
5
0
H
4
と
ア

ム
ー
ル
海
と
が
見
え
る
。
山
脈
を
越
え
る
と
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
に
到
達
し
、
そ
こ
で
は
魚
の
骨
（
海
獣
セ
イ
ウ
チ
の
牙
｜
三
よ
注
）
が
猟
獲
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
地
方
に
は
、
ギ
リ
ヤ
シ
ス
キ

1
人
（
の
口
uBロ
島
円
一
ぽ
一
ぜ
戸
門
戸
ギ
リ
ヤ

1
グ
族

l
三
上
注
）
が
住
ん
で
い
る
。
そ
し
て

カ
ム
チ
ヤ
？
カ
川
の
川
口
の
前
面
に
は
、
途
方
も
な
く
高
い
石
の
塔
（
凹

E
G
W
2
5ロロ
0
5
が
海
か
ら
そ
び
え
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
誰

も
登
っ
た
人
が
な
い
。
そ
し
て
ギ
リ
ヤ
ジ
ス
キ
l
地
方
の
誇
河
川
に
も
名
前
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
に
は
ラ
マ
川

〈

F
m
B
P
オ
ホ
グ
川
〔
O
W
V
O
仲
間
〕
を
指
す
｜
三
上
注
）
と
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
（
巴
ロ
己
ロ
ミ
－
mr
オ
モ
ロ
シ
川
〔
O
E
O
－
。
ロ
〕
を
指
す
｜
三
上

注
〉
と
へ
通
ず
る
こ
つ
の
連
水
陸
路
（
〈
O
H
。

εが
あ
る
。
そ
し
て
ラ
マ
川
は
ア
ム
ー
ル
海
へ
流
入
し
、
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
は
ヨ
ル
ィ
マ
川
へ

流
入
し
、
コ
ル
ィ
マ
川
は
レ
ナ
海
へ
流
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
ナ
ナ
ボ
ラ
川
之
コ
グ
ィ
チ
キ
川
（
チ
ャ
ウ
シ
川
〔
n
r
m
gロ
〕
｜
三
上
注
）
と
の

聞
に
は
、
山
脈
の
岬
（
ロ
g
w
n
B
gロ
己
が
海
中
へ
延
び
て
お
り
、
そ
の
岬
は
辛
う
じ
て
迂
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
説
明
書
の
第
八
章
）
。

右
の
資
料
E
の
ほ
う
に
は
、
資
料

E
に
み
え
る
「
迂
回
で
き
な
い
山
脈
」
の
岬
と
い
う
表
現
は
な
い
が
、
し
か
し
こ
こ
に
で
て
く
る
「
山
脈

の
障
壁
」
は
、
資
料
E
の
「
迂
回
で
き
な
い
山
脈
」
の
岬
と
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
と
ベ
ル
グ
は
み
て
い
る
。
そ
し
て
か
れ
の
考
え
に
よ
る

と
、
こ
こ
に
は
互
に
矛
盾
す
る
こ
つ
の
資
料
が
混
合
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
二
方
は
ヨ
ル
ィ
マ
川
か
ら
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
ま
で
の
航
路
に
「
迂

回
で
き
な
い
岬
」

の
存
在
を
確
言
す
る
も
の
で
あ
り
、

他
方
は

l
lチ
ュ
コ
ト
半
島
を
回
航
し
た
デ
ジ
ニ
ヨ
フ

（
ω－
U
R
V
5
1
0
4
の
も
の

か
も
知
れ
な
い
が
1
1
1困
難
で
は
あ
る
が
通
過
し
う
る
航
路
に
つ
い
て
物
語
っ
て
い
る
、
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
山
脈
を
越
え
る

と
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
に
到
達
す
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、

「
迂
回
で
き
な
い
岬
」
あ
る
い
は
「
山
脈
の
障
壁
」
は
チ
ュ
コ
ト
半
島
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
の
が
、
ベ
ル
グ
を
は
じ
め
従
来
の
学
者
の
一
般
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
、
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
右
の
よ
う
な
考
え
方
に
反
対
す
る
。
か
れ
は
資
料
阻
の
文
章
の
意
味
を
も
う
一
度
よ
く
検
討
す
る
た
め
に
、
同



じ
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
説
明
書
の
未
刊
の
他
の
写
本
を
参
照
し
て
み
た
。
そ
れ
は
一
六
七
九
年
に
ゾ
ロ
グ
リ
ョ
フ

2
・N
O
H
O
仲
間
円
ち
る

が
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
に
お
い
て
著
作
し
た
「
ア
ス
ト
ラ
ハ
シ
と
シ
ベ
リ
ア
と
に
閲
す
る
本
（
関
口
紅
問
。
〉
三

E
E
E
E
日目
E
ユ
）
」
の
な
か
に
収

録
き
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
写
本
は
現
在
は
レ
ニ
シ
グ
ラ

l
ド
の
国
立
公
共
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
写
本
に
よ
る
と
、

資
料
亜
の
初
め
の
と
こ
ろ
で
「
イ
リ
ャ
、
ド
ゥ
一
フ
」
と
い
う
こ
つ
の
河
名
が
つ
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
「
巴
・
古
d
E吋
」
と
な
っ

て
い
る
。
と
と
ろ
で
、
最
近
発
見
さ
れ
た
デ
ジ
ニ
ヨ
フ
の
一
六
五
五
年
の
報
告
書
の
な
か
で
は
、
ア
ナ
ド
ゥ
イ
り
川
は
あ
る
一
カ
所
に
お
い
て

「
ア
ナ
二
ア
ィ
ル
イ
（
〉

E
ロ
亘

3
2
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
明
、
ポ
レ
グ
ォ
イ
は
、
前
記
の
「
イ
－

F
ゥ
ル
イ

C
R
E
3ど
は
こ
の
「
ア
ナ

ニ
デ
ィ
ル
イ
」
の
歪
曲
さ
れ
た
名
称
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
測
し
、
し
た
が
っ
て
資
料
E
の
初
め
の
部
分
は
、
以
前
に
は
「
Z
mロ
ωσ0円山、弓

ママ

〉ロ

g
dヨ
・
と
と
書
い
て
あ
っ
た
の
が
、
不
注
意
な
写
字
生
に
よ
っ
て
「
亙
g’
mσRM「
円

E
d
Eユ
」
と
な
り
、
後
に
は
「

Z
S島
o
与
ニ
戸

山
口
口
門
戸
」
と
変
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
測
す
る
。
つ
ま
り
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ル
グ
は
ナ
ナ
ポ
ラ
川
は
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川

の
別
名
と
解
釈
し
て
い
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に
、
以
前
に
は
「
ナ
ナ
ボ
ラ
す
な
わ
ち
（
円
）
ア
ナ
ニ
ド
ゥ
イ
リ
」
と
書
い
で
あ
っ
た
の
が
、

転
写
の
誤
り
に
よ
っ
て
仮
空
の
イ
リ
ヤ
川
と
ド
ゥ
ラ
川
と
い
う
こ
つ
の
河
名
が
生
じ
、
資
料
E
の
よ
う
な
「
ナ
ナ
ボ
ラ
お
よ
び
イ
リ
ヤ
お
よ
び

ド
ゥ
ラ
」
と
い
う
文
章
に
な
っ
た
の
で
は
為
る
ま
い
か
と
、
ボ
レ
ヴ
ォ
イ
は
推
測
す
る
の
で
あ
る
Q

さ
ら
に
か
れ
は
、
も
し
も
っ
と
古
い
資
料

に
お
い
て
は
、
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
を
指
し
て
い
う
「
〉
ロ
凶
ロ
d
可
岡
山
」
の
代
り
に
、
ス
グ
ド
ゥ
ヒ
ン
が
書
い
た
よ
う
な
「
ア
ド
ゥ
イ
リ
（
〉
門
ゲ
ミ
〉
」

が
便
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

ロ

γ
ア
垣
間
の

「
す
な
わ
ち
」
と
か
「
あ
る
い
は
」
を
意
味
す
る
接
続
詞
「
イ
l
リ
（
円
ど
は
そ
れ
に
つ
づ
く

次
の
語
「
k
H
円
山
吉
、
」
の
顕
初
の
文
字
「
k
F
」
と
一
緒
に
な
っ
て
容
易
に
「
イ
リ
ヤ
（
ロ
．

3
）
」
と
読
ま
れ
、
後
の
「
仏
官
、
」
あ
る
い
は
「
仏
首
ど

は
「
ロ

E
・
ど
と
な
っ
て
残
る
の
で
あ
り
、
誤
写
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
混
乱
は
、
な
お
一
層
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
（
戸
。

「
コ
ル
ィ
マ
川
口
か
ら
コ
ヴ
ィ
チ
ャ
、
ナ
ナ
ボ
ラ
す
な
わ
ち
ア
ナ
ド
ゥ

右
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
資
料
E
の
文
章
は
、

イ
り
諸
河
川
の
川
口
の
か
た
わ
ら
を
通
り
、
陸
地
を
ま
わ
っ
て
、
山
脈
の
障
壁
ま
で
は
：
：
：
」
と
な
っ
て
、

り
川
よ
り
も
先
の
方
（
南
の
方
）
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
、
こ
の
「
山
脈
の
障
壁
」
と
か
「
迂
回
で
き
な
い
岬
」
と
か

「
山
脈
の
障
壁
」
は
ア
ナ
ド
ゥ
イ

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

五
九



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
凶
（
三
上
）

六
O

よ
ば
れ
る
も
の
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
資
料
E
の
末
尾
の
「
辛
う
じ
て
迂
回

す
る
こ
と
が
で
き
る
岬
」
と
は
、
デ
ジ
ユ
ヨ
フ
が
一
六
四
八
年
に
回
航
し
た
チ
ュ
コ
ト
半
島
の
こ
主
で
あ
り
、
他
方
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
は
一

七
世
紀
半
ば
の
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
は
、
当
時
は
ま
だ
克
服
し
え
な
い
「
障
壁
（
宮

s
m
E
a
m）
」
で
あ
っ
た
事
実
に
合
致
す
る
、
と
い
う
。

ま
た
ポ
レ
ヴ
ー
イ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
デ
ジ
ユ
ヨ
フ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
か
れ
ら
は
チ
ュ
コ
ト
半
島
を
「
両
側
か
ら
同
一
の
海
が
洗
っ

て
い
る
」
と
考
え
た
の
で
、
か
れ
ら
が
シ
ベ
リ
ア
の
北
方
お
よ
び
東
方
の
ラ
プ
テ
フ
海
、
チ
ュ
コ
ト
海
お
よ
び
ベ

1
リ
シ
グ
海
を
、

「
レ
ナ
海
」
と
考
え
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
方
、
右
の
地
図
説
明
書
の
な
か
の

一
つ
の
海

「
ア
ム
ー
ル
海
」
は
オ
ホ

l
ツ
グ
海
を
指
し
た
も

の
と
解
さ
れ
る
の
で
、

レ
ナ
海
（
ベ

l
p
シ
グ
海
）
を
ア
ム
ー
ル
海
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
）
か
ら
区
分
し
て
い
る
「
山
脈
の
障
壁
」
あ
る
い
は
単

に
「
山
脈
」
と
い
う
の
は
、
疑
い
な
く
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
あ
る
と
ω

ま
た
資
料
E
に
は
、
「
山
脈
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
が
、
人
が
山
脈
の
上
に
登
る
と
そ
の
人
に
は
二
つ
の
海

l
レ
ナ
海
と
ア
ム
ー
ル
海
と
が

ヴ
エ
ル
ス
タ

見
え
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
に
よ
る
と
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
最
少
の
幅
の
と
こ
ろ
は
約
九
O
露
呈
（
約
九
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
〉
で
、
グ
ラ
シ
ェ
＝
＝
コ
フ
（

ω・
同
吋

g
r
g
E
E
W
0
4
や
デ
リ
グ
ロ
ン
（
ロ
巳
守

E
ロ
〉
の
著
書
の
な
か
に
は
、
こ
こ
で
は
主
山
脈
の
峠

か
ら
上
天
気
の
日
に
は
二
つ
の
海
1
lベ
l
p
シ
グ
海
と
オ
ホ

1
ツ
グ
海
ー
ー
が
見
え
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
古
く
か
ら
こ
の
地
峡

の
峠
道
を
越
え
る
交
通
路
の
一
つ
が
、
オ
ホ

l
w／
グ
海
側
の
レ
ス
ナ
ヤ
川
（
「
巾
印
ロ
ω一
苫
）
の
上
流
か
ら
ベ
ー
リ
ン
グ
海
側
の
カ
ラ
ガ
川
（
問
問
・

g
m
m）
の
上
流
へ
之
通
じ
て
お
り
、
こ
こ
で
「
山
脈
を
越
え
て
」
移
動
す
る
こ
と
は
一
日
で
可
能
で
あ
る
と
い
う
（
第
二
図
、
第
三
図
参
照
）
Q

な
お
資
料
E
に
は
「
人
が
こ
の
山
脈
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
」
と
い
う
文
句
が
あ
っ
て
、
資
料
亜
の
「
山
脈
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
」
と

い
う
文
句
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
登
る
こ
と
の
で
き
な
い
山
脈
と
い
う
の
は
、
そ
の
前
文
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
シ
ベ
リ
ア
の
「
全
土

の
周
辺
」
に
あ
る
山
脈
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
ク
ラ
ル
山
脈
か
ら
ア
ル
グ
イ
山
脈
、
サ
ヤ
シ
山
脈
、
ャ
プ
ロ
ノ
ヴ
イ
山
脈
、

ス
グ

ノ
ヴ
ォ
イ
山
脈
、
ジ
ュ
グ
ジ
ュ
ー
ル
山
脈
な
ど
に
い
た
る
シ
ベ
リ
ア
の
西
か
ら
南
お
よ
び
東
を
と
り
ま
く
諸
山
脈
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、

日
で
越
え
ら
れ
る
」
山
脈
と
は
別
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
矛
盾
は
な
い
と
解
釈
す
る
の
で
あ
刻
。

ー「



以
上
の
よ
う
に
、

一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
の
記
事
は
、

「
山
脈
の
障
壁
」
を
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
と
解
釈
す
る
ポ
レ
グ
ォ
イ

の
考
え
に
よ
っ
て
、
よ
く
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
な
お
問
題
と
な
る
の
は
、
資
料
E
に
「
山
脈
を
越
え
る
と
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川

に
到
達
し
：
：
：
」
と
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
文
句
を
読
む
と
誰
で
も
、
そ
れ
ゆ
え
ア
ナ
ド
ゥ
イ

p
川
は
北
極
海
側
か
ら
「
山
脈
の
障

壁
」
を
越
え
た
彼
方
（
南
方
〉
に
あ
っ
た
の
だ
と
結
論
す
る
。
ベ
ル
グ
を
は
じ
め
そ
の
他
の
学
者
た
ち
お
よ
び
一
七
世
紀
の
一
部
の
人
々
ま
で

が
、
「
山
脈
の
障
壁
」
を
チ
L

コ
ト
半
島
と
考
え
た
の
は
、
疑
い
な
く
そ
の
ゆ
え
で
あ
る
。
し
か
し
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
、
前
述
の
よ
う
に
現
存
す

る
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
に
は
後
代
の
誤
写
が
あ
る
と
し
、
も
と
の
原
本
の
文
章
で
は
、
ナ
ナ
ボ
ラ
川
〈
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
の

別
名
）
が
「
山
脈
の
障
壁
」
ま
で
の
所
に
（
山
脈
よ
り
北
方
に
）
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
た
と
推
論
し
た
。
さ
ら
に
か
れ
は
、
一
六
七

三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
E
）
の
基
礎
に
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
一
六
六
七
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
N
）
が
あ
っ
て
、

し
か
も
前
者
は
後
者
の
文
章
を
省
略
し
て
利
用
し
た
の
で
、
前
者
の
文
章
だ
け
を
読
む
者
は
そ
の
文
句
が
初
め
に
も
っ
て
い
た
意
味
を
誤
解
す

る
よ
う
な
文
章
に
な
っ
た
、
と
主
張
す
る
。

一
六
六
七
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
の
誇
写
本
の
う
ち
、

〈↓臼・の－
k
r
・
ロ
・
〉
・
・
盟
主
Z
W
M
1
句門戸｝内田
N
－
件
。
5
・
∞
弓
）

・
す
な
わ
ち
、

中
央
国
立
古
文
書
館
の
シ
ベ
リ
ア
省
関
係
文
書
、
巻
物
八
六
七

の
な
か
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
日
、
レ
ニ
シ
グ
ラ
l
ド
の
国
立
公
共
図
書
館
写
本

エ
ル
ミ
グ
1
ジ
ュ
蒐
集
口
問
第
三
七
六
号
（
D
・MM
・回・・岡山口付。匂－

O
E－
－
開
口
巳

E
N｝5
・
8
ぴ円－

Z
0・
∞
諒
）
と
い
う
写
本
と
を
、
ポ
レ
ヴ
才

後
者
の
ほ
う
に
は
前
者
に
は
な
い

「
敵
対
す
る
諸
国
（
口
何
百
円
門
口
町
N
何
百
宮
白
河
）
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
載
が

部イ
が
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

あ
る
と
い
う
。

資
料
N
（
一
六
六
七
年
シ
ベ
り
ア
地
図
の
説
明
書
、

エ
ル
ミ
タ
l

J

j

斗
第
三
七
六
号
写
本
）

「
カ
ル
ィ
ム
川
（
丙
丘
三
F
コ
ル
ィ
マ
川

l
三
上
注
）
の
川
口
か
ら
陸
地
の
そ
ば
を
通
っ
て
、
南
方
へ
の
び
て
い
る
山
脈
の
岬
（
目
。
印
｝
3
5
3一E

ヨ
「
〈
匂
O
H戸
門
田

g
D
5己
的
同
日
ロ
ロ
）
ま
で
は
、
氷
が
通
航
を
ゆ
る
す
な
ら
ば
コ
チ
船
（
ぎ
の
げ
・
そ
の
時
代
に
ロ
シ
ア
人
が
沿
岸
航
海
に
使
っ
て

い
た
小
型
船
｜
三
上
注
）
で
帆
走
し
て
一
夏
で
到
達
で
き
る
が
、
氷
が
通
航
を
ゆ
る
さ
な
け
れ
ば
三
年
を
要
す
る
」

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
一
二
上
）

_L  

ノ、



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

ム
ノ、

「
そ
し
て
カ
ル
ィ
ム
川
に
は
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
（
田
宮
門
宮
山
吉
グ
オ
モ
ロ

γ
川
l
三
上
注
）
が
流
入
し
、

る
冬
営
所
が
あ
り
、
そ
の
冬
営
所
か
ら
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
に
沿
っ
て
上
流
ヘ
連
水
陸
路
（
S
H
O
W
）
ま
で
は
八
週
間
か
か
る
。

水
陸
路
を
越
え
て
ア
ド
ゥ
イ
ム
川
（
〉
仏
一
三
回
日
w
p
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
｜
ゴ
一
上
注
）
ま
で
の
行
程
は
三
日
で
あ
る
。

川
（
2
m
m門2
1
5
2
M内
田
・
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川

l
一
二
上
注
）
は
海
中
に
の
び
て
い
る
岬
の
か
な
た
に
あ
り

こ
の
川
の
沿
岸
に
は
毛
皮
税
を
集
め

そ
し
て
そ
の
連

そ
し
て
ナ
ア
ド
ゥ
イ
ム

（Nm
ロO
加
。
目
く

5
0吋
巾
）
、
人
々
は
そ

の
川
の
沿
岸
で
骨
（
セ
イ
ワ
チ
の
芳
｜
二
一
上
注
）

海
へ
の
移
動
路
が
あ
り
、
人
が
そ
の
山
脈
の
頂
上
に
登
る
と
そ
の
人
に
は
二
つ
の
海
が
見
え
る
。
山
脈
の
岬
は
東
の
方
へ
行
き
、
そ
し
て
北
へ

を
猟
獲
す
る
た
め
に
出
か
け
て
行
く
。

そ
し
て
そ
の
山
脈
宗
ωヨ巾ロ）

を
越
え
て
海
か
ら

曲
る
が
、
そ
の
末
端
は
設
も
知
ら
な
い
Q

南
方
へ
の
び
て
い
る
そ
の
山
脈
令
E
w
m
g巾
ロ
ロ
釦
句
。

E
g）
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
の
川
口
ま
で
に

は
八
つ
の
川
が
流
出
し
、
そ
れ
ら
諸
河
川
の
川
口
の
前
面
に
は
非
常
に
高
く
石
の
塔
（
印

g
召

w
m
g巾
ロ
ロ
。
己
が
海
か
ら
そ
び
え
た
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
は
誰
も
萱
っ
た
人
が
な
い
」

ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
右
の
資
料
W
の
文
章
の
な
か
に
は
、
前
掲
の
資
料
E
の
文
章
が
幾
分
表
現
を
異
に
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
と
し
、

そ
れ
ゆ
え
に
資
料
N
の
文
章
を
、
資
料
班
の
な
か
の
意
味
不
明
の
文
句
を
解
釈
す
る
の
に
利
用
し
て
も
正
当
で
あ
る
と
芳
え
る
。
そ
し
て
次
の

よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
、
「
山
脈
を
越
え
て
（

nrm門
町

N
w
m
g
g）
」
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
へ
移
行
す
る
と
い
う
資
料

E
の
文
句
を
読
ん
だ
と
き
に
は
、
そ
こ
で
物
語
ら
れ
て
い
る
の
は
コ
ル
ィ
マ
川
か
ら
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
の
上
流
へ
む
か
う
伝
統
的
な
道
ー
ー
す

れ
た
（
第
三
図
参
照
〉
。

な
わ
ち
コ
ル
イ
マ
川
の
比
較
的
北
方
の
支
流
ア
品
ユ
イ
川
〈
〉
ロ
ヨ
5
1
）

し
か
し
意
外
に
も
い
ま
や
資
料

W
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

に
沿
っ
て
そ
し
て

「
山
脈
を
越
え
る
」
道
ー
ー
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

こ
こ
で
物
語
ら
れ
て
い
る
の
は
全
然
別
の
道

ー
ー
す
な
わ
ち
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
（
人
々
は
当
時
コ
ル
ィ
マ
川
の
比
較
的
南
方
の
支
流
オ
モ
ロ
シ
川

｜
｜
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
注
）
の
上
流
か
ら
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
へ
移
行
す
る
道
’
ー
ー
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
の
道
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
流
入
す
る
ベ
ン
ジ

ナ
川
（
司
mロ
N
V
E与
を
渡
り
、
正
に
か
の
山
脈
（
そ
れ
は
一
七
世
紀
の
陸
路
旅
行
者
の
考
え
で
は
、
そ
れ
か
ら
南
方
へ
向
き
を
か
え
て
、
ヵ

〔

O
B
C
H
C
ロ〕

を
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
主
脈
を
形
成
し
つ
つ
、
海
中
に
没
す
る
も
の
で
あ
る
が

i
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
注
〉
を
越
え
て
通
っ
て
い
た
。
「
山
脈
を
越
え
て
」



ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
に
到
達
す
る
道
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
こ
こ
で
も
ま
た
、

一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
の
な
か
で
「
山
脈

の
障
壁
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
あ
る
と
い
う
結
論
の
正
当
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
、
ヒ
。

さ
ら
に
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
、
従
来
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
複
写
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
メ
ワ
ェ

l
デ
シ
の
シ
ベ
り
ア
全
図
、

S
R
4
4
3
F
E）
の
複
写
図

す
な
わ
ち
パ
ル
ム
グ
ヴ
ィ
ス
ト
（
開
－
H
M

巳
E
s
i印
片
）
の
複
写
図
（
一
六
七
三
｜
七
四
年
、
第
四
悶
参
照
）
と
ス
パ
ル
ヴ
ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
（
同
・
。
・

と
が
、

（
一
六
八
四
｜
八
七
年
）

右
の
資
料

N
を
ふ
く
む
写
本

（
エ
ル
ミ
グ
l
ジ
ュ
蒐
集
品
第
三
七
六
号
）
の

内
容
に
非
常
に
近
似
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
写
本
は
、
こ
れ
ら
ス
ワ
ェ

1
デ
ン
の
二
つ
の
地
図
が
複
写
さ
れ
た
も
と
の
ロ
シ
ア
の
原
図
に
対
し

て
特
別
に
つ
く
ら
れ
た
「
説
明
書
」
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
ポ
レ
ヴ
方
イ
も
以
前
に
は
こ
れ
ら
二

一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
複
写
で
あ
る
と
す
る
考
え
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
ス
ワ
ェ

l
デ
ン
の

つ
の
ス
ワ
ェ

l
Jア
ジ
の
複
写
図
を
、

二
図
と
写
本
第
三
七
六
号
の
内
容
と
の
一
致
を
知
る
に
い
た
っ
た
一
九
五
五
年
以
後
は
そ
の
考
え
を
改
め
て
、
そ
れ
ら
複
写
図
の
ロ
シ
ア
の
原

図
は
、

一
六
六
七
年
一
一
月
一
五
日
に
作
製
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
」
よ
り
す
こ
し
先
立
っ
て
、
同
じ
二
ハ
六
七

｛印）

年
に
ト
ポ
リ
ス
グ
で
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
新
し
い
考
え
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
今
は
と
に
か
く
と
し
て
、
か
れ
は
ス
ワ
ェ

l
Jア
シ
の
二
つ
の
複
写
図
と
資
料
N
を
ふ
く
む
写
本
第
三
七
六
号
の
「
説
明
書
」
の
記
事
内
容
と
が
非
常
に
近
似
し
て
い
る
の
で
、
前
掲
の
資

料
N
の
文
章
の
意
味
が
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
の
に
、
こ
れ
ら
の
複
写
図
を
み
れ
ば
役
に
立
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ス
ク
ェ

l
デ
ン
の
二
つ
の
複
写
図
を
み
る
と
、
資
料

W
の
「
南
方
へ
の
び
て
い
る
山
脈
の
岬
」
あ
る
い
は
資
料
E
の
「
山
脈
の
障

壁
」
に
該
当
す
る
陸
地
の
突
出
は
、

こ
れ
ら
の
地
図
上
に
記
入
さ
れ
て
い
る
「
〉
丘
己
川
と
「
N
Z
E
ロ
」
川
と
の
聞
に
描
か
れ
て
い
る
。

ν 
」

の
「
〉
門
同
町
」
川
は
資
料
百
の
「
ブ
ド
ウ
イ
ム

（kr円
四
百
回
）
」
川
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
れ
は
即
ち
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
で
あ
る
。
他
方
の

「N
己仏
O
ロ
」
川
と
い
う
の
は
、
ヤ
グ
l
ツ
グ
の
古
文
書
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
「

n
F
gー
色
。
ロ
」
川
あ
る
い
は
「

nFZ仏O
ロ
」
川
で
あ
る
。

と
か
よ
ば
れ
た
川
は
、

そ
し

て
当
時
「

nv巾口一色
O
ロ
」
と
か

現
在
の
ギ
ジ
ガ
川
（
の
日

N
E
m
m）
で
あ
っ
た
。

「
n
r
oロ仏
O
ロ」

ス
グ
ド
ゥ
ヒ
ン
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
オ
ホ

l
ツ
グ
海
側
へ
流
入
す
る

つ
ま
り
「
山
脈
の
岬
」
あ
る
い
は
「
山
脈
の
障
壁
」
は
、
こ
れ
ら
ス
ウ
ェ

i
Jア
ジ
の
複
写
図
で

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

...L 
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は
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
と
ギ
ジ
ガ
川
と
の
間
に
描
か
れ

て
あ
り
、

「
山
脈
の
岬
」
あ
る
い
は
「
障
壁
」
が
疑

い
な
く
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
あ
っ
た
こ
と
を
納
得

さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
資
料
引
げ
に
は
、

「
南
方
へ
の
び
て
い
る
そ
の

山
脈
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
の
川
口
ま
で
に
は
八
つ
の
川

が
流
出
し
：
：
：
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
実
際
そ
れ

ら
二
つ
の
複
写
図
の
上
で
ア
ム
ー
ル
川
口
か
ら
八
つ

の
川
を
数
え
て
み
る
と
、
「
ハ
リ
｝
岡
山
己
仏
O
ロ
」
川
（
ギ
ジ

ガ
川
）
は
八
番
目
で
あ
る
が
、
「
〉
門
戸
日
「
」
川

ド
ゥ
イ
り
川
）
は
九
番
目
の
川
で
あ
る
こ
と
が
確
認

（
ア
ナ

さ
れ
る
、
と
い
う
。

そ
し
て
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
、
資
料
W
の
な
か
に
「
ナ

ブ
ド
ウ
イ
ム
川
（
即
ち
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
｜
ポ
レ
ヴ

ォ
イ
注
）
は
海
中
に
の
び
て
い
る
仰
の
か
な
た
に
あ

り
：
：
：
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
が
、
こ
の
岬
は
「
陣

墜
し
と
は
別
の
岬
で
あ
る
こ
と
が
二
つ
の
複
写
図
か

ら
わ
か
る
と
し
、
こ
の
岬
は
二
つ
の
複
写
図
の
上
で

は
、
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
よ
り
北
方
に
ゆ
る
や
か
な
曲



線
で
描
か
れ
て
い
る
岬
、
す
な
わ
ち
チ
ュ
コ
ト
半
島
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
E
の
末
尾
）
に
、

「
そ
の
岬
は
辛
う
じ
て
迂
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
岬
で
あ
る
、
と
い
う
。

要
す
る
に
前
記
の
ペ
ル
グ
は
、
資
料
E
の
文
章
は
前
後
矛
盾
す
る
資
料
の
混
合
で
は
な
く
、
そ
こ
で
は
二
つ
の
あ
い
異
な
る
半
島
！

i
す
な

わ
ち
一
方
は
「
そ
の
岬
は
辛
う
じ
て
迂
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
チ
ュ
コ
ト
半
島
、
他
方
は
「
山
脈
の
障
壁
」
と
書
か
れ
て

い
る
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
｜
｜
a

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

「
山
脈
の
岬
は
束
の
方
へ
行
き
、
そ
し
て
北
へ
曲
る
が
、
そ
の
末
端
は
誰
も
知
ら
な
い
」
と
い
う
一
句
が

あ
る
。
こ
の
一
句
の
出
所
と
意
味
の
解
明
は
ま
だ
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
に
も
十
分
に
は
で
き
て
い
な
い
が
、
か
れ
は
一
つ
の
説
明
の
仕
方
と
し
て
北
極

海
沿
岸
に
関
す
る
情
報
が
そ
こ
へ
混
入
し
た
こ
と
を
芳
え
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
一
六
四
九
年
の
ス
グ
ド
ゥ
ヒ
シ
の
請
願
書

な
お
資
料
W
の
末
尾
の
ほ
う
に
、

に
み
え
る
コ
リ
ャ
グ
族
の
言
葉
1
1
l
「
海
に
近
く
断
崖
の
山
脈
が
あ
っ
て
、
こ
の
山
脈
の
末
端
は
誰
も
知
ら
な
い
」
（
前
娼
資
料
I
）
｜
｜
が
反
映

し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
は
北
極
海
の
沿
岸
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
北
極
海
の
沿
岸
に

るつ
、し、
と8て
0 t士山
、

コ
り
ユ
チ
シ
ス
カ
ヤ
湾
（
同
O
H
U
E
n
y宮
田
町
一

3『
mmzσ
与
の
と
こ
ろ
で
は
「
来
の
方
へ
行
き
、
そ
し
て
北
ヘ
曲
る
」
と
言
わ
れ
う

ま
た
、

「
山
脈
の
障
壁
」
を
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
と
す
る
結
論
は
、

一
七
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
ロ
シ
ア
人
が
も
っ
て
い
た
北
東
ア
ジ
ア
に
関
す

る
地
理
知
識
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
に
た
い
し
て
は
、
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
何
も
矛
盾
し
な
い
左
答
え
て
次
の
よ
う
な
諸
事
実

を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
コ
サ
y
グ
の
チ
ュ
キ
チ
ェ
フ
（
同
〉
－

n
g－z
E
n
V巾
ぐ
）
の
報
告
か
ら
判
断
す
る
と
、
ロ
シ
ア
人
は
す
で
に
一
六

五
0
年
代
の
末
に
は
、
オ
ホ

1
ツ
グ
海
側
の
ベ
シ
ジ
ナ
川
流
域
か
ら
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
北
部
の
地
峡
を
越
え
て
ベ

l
p
y
グ
海
方
面
へ
、

セ
イ
ウ
チ
の
牙
を
集
め
る
た
め
に
往
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
一
七
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
に
は
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
北
部
の
地
峡
を

横
断
す
る
最
短
絡
が
そ
れ
に
沿
っ
て
い
た
レ
ス
ナ
ヤ
川
の
沿
岸
に
は
、

ロ
シ
ア
人
フ
ェ
ド
ト
フ
の
冬
営
所
（
明
広
－
O
Eく白日

gu『
市
立
5
0く
可
巾
）
さ

え
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

六
五



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
一
二
上
）

ムハムハ

ロ
シ
ア
人
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
の
奥
地
へ
進
出
し
た
の
も
、
す
で
に
一
七
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
コ
サ
吋
ノ
グ
の
カ
ム
チ
守
ト
イ
（
H

・
H

・
同
m
g
n
y
E
O
U
1）
は
、
一
六
五

0
年
代
の
末
に
こ
の
半
島
へ
行
っ
た
の
で
あ
り
、
「
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

川
」
の
名
称
は
、
こ
の
人
の
姓
に
ち
な
ん
で
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
六
六
0
年
代
に
は
、
コ
サ
y

グ
の
十
人
長
ル
ペ
W
／

同
区

σ旦
印
）
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
川
の
上
流
へ
さ
か
の
ぼ
っ
て
進
軍
し
た
し
、
同
じ
場
所
へ
多
分
前
記
の
チ
ュ
キ
チ
L

フ
も
、

の
冬
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
、
と
。

そ
の
う
え
、

（
同
－

E

一
六
六

O
i六
一
年

一
七
世
紀
半
ば
す
ぎ
の
ロ
シ
ア
の
諸
資
料
の
な
か
で
「
山
脈
の
障
壁
」
と
か
「
迂
回
で
き
な
い
山
脈
」
の
岬
と
か

よ
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
本
来
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
あ
っ
た
左
主
張
す
る
ポ
レ
グ
ォ
イ
の
論
旨
を
、
は
ぽ
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と
忠

以
上
の
紹
介
に
よ
っ
て
、

ぅ
。
そ
れ
で
は
、
右
に
か
か
げ
た
諸
資
料
は
ス
パ
フ
ァ
リ
の
著
作
お
よ
び
地
図
に
た
い
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
か
。
こ
れ
が

最
後
の
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

ス
パ
ブ
ア
リ
の
著
作
と
し
て
は
、
す
で
に
第
二
節
で
の
べ
て
お
い
た
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
（

ω
E
N
S一向巾。〈
m
E
S
U刊
号
W
巾
〉
自
己
完
）
」

の
ほ
か
に
、
そ
れ
と
近
似
す
る
内
容
を
も
っ
他
の
写
本
、
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
記
述
（
0
1
8口
付
〈
巾
回
目
付
O
可

R
E
K
H自己
E
）」

と
い
う
も
の

が
あ
る
。

諸
学
者
の
一
般
的
な
考
え
で
は
、

「
記
述
（
。

uUSIR－
－
）
」
に
基
づ
い
て
後
に

「
物
語
（
ω｝
内
田

N
円
富
山
巾
：
・
）
」
が
警
か
れ
た
と
み
る

「
物
語
」
の
場
合
と
同
様
に
こ
の
「
記
述
」
の
ほ
う

ょ
う
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
は
両
者
の
先
後
関
係
は
あ
ま
り
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
。

に
も
数
種
の
写
本
が
あ
っ
て
、
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
、
ッ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
学
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
の
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い

る
ヴ
ォ
ロ
ジ
ツ
オ
フ
蒐
集
品
第
二
八
九
号
（

wo－－巾宮臼
q
m
〈

O
B
E
g〈匂
E
Y
Z
0・
館

。

）

次

の

よ

う

な

「

記

述

」

の

と
い
う
写
本
か
ら
、

文
章
を
引
用
し
て
い
る
。

一寸

」
の
な
か
が
そ
の
原
文
で
あ
る
。

資
料
V
（
大
河
ア
ム
ー
ル
の
「
記
述
」
お
よ
び
「
物
語
」
）

シ
ベ
リ
ア
の
東
方
に
は
海
に
よ
る
北
方
か
ら
の
「
通
路
は
な
い
」
、
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
な
こ
と
ら
し
い
、
「
航
路
は
壁
の
よ
う
な
山
脈
の

障
壁
（
付

ω
g
gロ
3SWOBmHHH）
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
迂
回
し
て
航
海
す
る
こ
之
は
、
夏
で
も
流
動
す
る
大
き
い
氷
塊
が



通
過
を
ゆ
る
さ
な
い
の
で
不
可
能
で
あ
る
」
、

し
か
し
そ
の
場
所
に
は
陸
上
の
移
動
路
が
あ
る
、
「
そ
し
て
ア
ナ
ド
ゥ
イ
シ
川
（
〉
ロ
巳
－
u
忌
・
ア

ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
｜
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
注
）
は
山
脈
（

w
m
E
g）
か
ら
流
出
し
、
そ
の
山
脈
は
パ
イ
カ
ル
か
ら
始
ま
っ
て
海
中
に
ま
で
壁
の
よ
う
に
な

っ
て
延
び
て
お
り
、
そ
の
末
端
は
誰
も
知
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
山
脈
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
頂
上
か
ら
は
ニ
つ
の
海
が
見
え
る
。

そ
し
て
そ
こ
か
ち
コ
ル
ィ
マ
川
ま
で
は
、
コ
チ
船
で
帆
走
し
て
一
夏
で
行
け
る
。
し
か
し
氷
塊
が
通
過
を
ゆ
る
き
な
け
れ
ば
三
年
か
か
る
、
そ

し
て
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
の
上
流
か
ら
そ
の
山
脈
を
越
え
て
プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
畔
へ
速
水
陸
路
（
〈
O
H
0
5

が
あ
り
、

イ
マ
川
へ
流
入
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
所
は
シ
ベ
リ
ア
の
土
地
の
辺
縁
で
あ
り
果
て
で
あ
る
」
と
。

プ
ル

l
ド
ナ
ヤ
川
は
コ
ル

な
お
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
」
の
こ
の
部
分
も
、
右
の
「
記
述
」
の
文
章
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
語
句
に
多
少
の
出
入
り
が
あ
る

の
で
念
の
た
め
に
、
長
大
な
山
脈
に
関
す
る
部
分
の
記
述
を
摘
記
し
て
み
る
と
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
そ
し
て
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
は
山
脈
（
目
S
E巾ロ）

か
ら
流
出
し
、
そ
の
山
脈
は
パ
イ
カ
ル
の
深
淵
か
ら
起
っ
て
海
に
達
し
、
さ
ら
に
海
の
な

か
へ
壁
の
よ
う
に
な
っ
て
延
び
て
お
り
、
末
端
は
誰
も
知
ら
な
い
、
氷
塊
が
通
航
を
ゆ
る
さ
な
い
の
で
迂
回
は
で
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
山
脈

を
越
え
て
横
切
る
の
は
徒
歩
で
一
日
で
あ
り
、
そ
の
頂
上
か
ら
は
両
側
に
二
つ
の
海
が
見
え
る
：
・
一
汗
」

さ
て
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
、
前
記
ス
パ
フ
ァ
リ
の
「
記
述
」
の
文
章
は
疑
問
の
余
地
な
く
、

の
転
載
で
あ
る
と
言
い
、
こ
の
説
明
書
に
基
づ
い
て
後
に
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
E
）
の
な
か
の
「
山
脈
の
障
壁
」
に

一
六
六
七
年
シ
ベ
り
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
N
）

関
す
る
報
道
が
書
か
れ
た
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
ス
パ
フ
ァ
り
図
に
こ
の
「
山
脈
の
障
壁
」
、
す
な
わ
ち
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
が
表
現
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
確
言
で
き
る
、
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
ス
パ
フ
ア
習
の
地
図
上
に
は
、
か
の
「
山
脈
越
え
」
の
移
動
路
の
位
置
が
、
ま
さ
に
海
中

へ
突
出
し
て
い
る
山
脈
の
付
根
の
、
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
正
に
オ
ホ

l
ツ
グ
海
側
の
レ
ス
ナ
ヤ
川
を
経
由
し
て
べ

l
り
ン
グ
海
側
の
カ
ラ
ガ
川

へ
ゆ
く
古
来
の
移
動
路
が
あ
っ
た
場
所
に
、
お
か
れ
て
い
る
の
は
良
く
事
実
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
な
お
特
徴
的
な
こ
と
に
は
、
ス
パ

フ
ア
り
図
の
そ
の
「
山
脈
越
え
」
の
移
動
路
の
と
こ
ろ
に
は
、
「
連
水
陸
路
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
（
〈

o
z
r
w｝
S
E
E
rロ）」

抑
制
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
E
）
の
な
か
に
あ
る
「
そ
の
山
脈
は
一
日
で
越
え
ら
れ
る
」
と
い
う
文
句

L

、i
1

3
、、
U
B
，コヲ削

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

六
七



と
正
確
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八

以
上
か
な
り
詳
細
に
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
の
所
論
を
紹
介
し
た
が
、
要
す
る
に
、
ス
パ
フ
ァ

p
図
の
う
え
で
パ
イ
カ
ル
湖
か
ら
北
東
に
の
び
た
長
大

な
山
脈
が
海
中
に
ま
で
突
出
し
て
い
る
表
現
は
、
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
に
み
え
る
「
山
脈
の
障
壁
」
す
な
わ
ち
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
半
島
で
あ
る
と
い
う
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
の
主
張
は
、
十
分
の
説
得
力
を
も
っ
て
お
り
是
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
山
脈
は
、
ス

パ
フ
ァ
り
図
の
う
え
で
は
図
郭
の
外
ま
で
の
び
て
、
な
お
ど
こ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
本
来
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半

島
で
あ
る
と
い
う
山
脈
が
そ
の
よ
う
な
姿
に
表
現
さ
れ
た
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
山
脈
は
、

ス
パ
フ
ァ
り
の
著
述
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の

物
語
」
や
「
記
述
」
の
な
か
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
「
そ
の
末
端
は
誰
も
知
ら
な
い
」
山
脈
で
あ
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
と
息
わ
れ
る
が
、

な
お
そ
の
上
に
、
と
の
山
脈
は
ア
メ
リ
カ
ま
で
延
び
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
当
時
の
地
理
的
観
念
の
裏
付
け
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

ス
パ
フ
ァ
リ
の
「
シ
ベ
リ
ア
旅
行
記
」
の
一
六
七
五
年
九
月
二
二
日
の
と
こ
ろ
に
は
、
パ
イ
カ
ル
湖
の
付
近
か
ら
「
海
に
達

る
。
す
な
わ
ち
、

し
、
そ
し
て
海
中
に
壁
の
よ
う
に
な
っ
て
延
び
て
お
り
、
そ
の
末
端
は
誰
も
知
ら
な
い
」
山
脈
に
つ
い
て
書
い
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

っ
，
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

資
料
百
（
ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
り
ア
旅
行
記
、

一
六
七
五
年
九
月
二
二
日
）

「
そ
の
山
脈
は
酉
イ
ン
ド
諸
島
ま
で
、
新
世
界
ま
で

2
0
Z
O〈
。
〈
。

ω〈
Emw）
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
。

最
後
に
、
こ
の
「
迂
回
で
き
な
い
山
脈
」
の
岬
と
か
「
山
脈
の
障
壁
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
た
と
え
そ
の
時
代
に
は
ま
だ
「
カ

ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
何
か
圃
有
の
名
称
で
当
時
の
文
献
の
な
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
は
な
い
の

か
と
い
う
疑
問
に
答
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ス
パ
フ
ァ
リ
の
「
～
シ
ベ
リ
ア
旅
行
記
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
か
れ
が
清
国
へ
行
く
途

中
で
一
六
七
五
年
一

O
月
二
日
に
セ
レ
シ
ギ
シ
ス
グ
に
到
着
し
て
、
レ
ナ
川
に
つ
い
て
書
い
た
記
事
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

資
料
百
（
ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
旅
行
記
、

一
六
七
五
年
一

O
月
二
日
）

「
そ
し
て
レ
ナ
川
と
ア
ム
ー
ル
川
と
の
間
に
あ
る
地
方
は
大
層
幅
ひ
ろ
く
長
い
、

と
い
う
の
は
こ
れ
ら
二
つ
の
川
の
間
に
は
一
大
山
脈
が
あ



る
か
ら
で
、
そ
れ
は
パ
イ
カ
ル
に
始
ま
っ
て
海
に
達
す
る
ば
か
り
で
な
く
遠
く
海
中
へ
突
出
し
て
い
る
、
陸
路
に
よ
っ
て
も
海
路
に
よ
っ
て
も

誰
も
そ
れ
を
迂
回
で
き
な
い
。
こ
れ
は
地
理
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
カ
＝
ノ
ス
（
同

g
E
oる
と
よ
ば
れ
、
わ
が
国
人
た
ち
に
よ
っ
て
ソ
パ
チ
ア

〈
ω
o
σ
E
n
v
U）
〔
U
O向
。
凶
匂
巾
『
｜
パ

y
ド
レ

l
注
〕
と
よ
ば
れ
る
海
岬
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
山
脈
か
ら
す
べ
て
の
川
は
一
方
の
側
で
は
ア
ム

ー
ル
川
に
向
っ
て
流
れ
、
他
の
側
で
は
レ
ナ
川
に
向
っ
て
流
れ
掛
」

右
の
ス
パ
フ
ァ
リ
の
文
章
に
よ
る
と
、
こ
の
岬
の
呼
称
は
「
カ
ニ
ノ
ス
〈
カ
ニ
岬
と
あ
る
い
は
「
ソ
パ
チ
ア
（
犬
岬
と
で
あ
る
こ
と
が
明

瞭
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
物
語
」
お
よ
び
「
記
述
」
の
な
か
に
「
ス
ヴ
ィ
ヤ
ト
イ
・
ノ
ス
（

ω〈
河
内

5
0吋
口
。
タ
聖
な
る
岬
ご

と
い
う
も
の
が
あ
閥
、
こ
れ
も
よ
く
調
べ
て
み
な
け
れ
ば
判
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
を
指
す
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
な

ぃ
。
興
味
あ
る
こ
と
に
は
ス
パ
フ
ァ
リ
の
旅
行
か
ら
約
一

O
年
ほ
ど
後
で
、

一
六
八
九
年
に
露
清
聞
に
締
結
さ
れ
た
、
不
ル
チ
シ
ス
グ
条
約
の
交

右
の
「
山
脈
（

H
Z
A
B
O
E
m
mロ
巾
印
号
匂
円
巾
吋
吋
V
）」

〈回
v

両
国
の
交
渉
者
聞
の
話
題
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

渉
中
に
も
、

の
こ
と
や

「
聖
な
る
岬
（
戸
内

A
Z巾
N

O

ロ
g
u
ω
巳
口
付
V
〉」

の
こ
と
が
、

ま
た
パ
グ
ロ
フ
に
よ
る
と
、

こ
の
と
き
清
国
側
は
ロ
シ
ア
側
の
地
図
に
山
脈
つ

Z

同
vzmmHHH
立
与
附
州
市
・
興
安
嶺
）
が
海
中
ま
で
突
出
し
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
露
清
聞
の
国
境
線
を
パ
イ
カ
ル
湖
か
ら
そ
の

山
脈
沿
い
に
海
ま
で
引
く
こ
と
を
要
求
し
た
と
い
問
。

ロ
シ
ア
側
は
ス
パ
フ
ァ
リ
図
の
よ
う
な
シ
ベ
り
ア
地
図
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
清
国

側
に
見
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
つ
い
で
な
が
ら
、
ネ
ル
チ
ソ
ス
グ
条
約
の
満
州
文
の
も
っ
と
も
E
確
な
漠
訳
を
の
せ
て
い
る
西
清
の
「
黒
竜

江
外
紀
」
な
ど
を
み
る
と
、
そ
の
と
ろ
清
国
側
で
は
、
ロ
シ
ア
側
の
地
図
に
描
か
れ
た
そ
の
畏
大
な
山
脈
（
ヤ
プ
ロ
ノ
ヴ
イ
山
脈
お
よ
び
ス
グ

ノ
グ
ォ
イ
山
脈
等
）
を
、
大
奥
安
嶺
と
か
外
興
安
嶺
と
か
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
ス
パ
フ
ァ
り
は
こ
れ
ら
の
「
カ
ニ
ノ
ス
」
、
「
ソ
パ
チ
ア
」
、
「
ス
ヴ
ィ
ヤ
ト
イ
」
な
ど
の
岬
の
名
称
を
ど
ん
な
資
料
か
ら
得
た
の
か
、

ま
た
と
の
時
代
の
清
国
側
の
北
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る
地
理
的
知
識
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
は
明
ら
か
に
す
る
こ
ヨ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
考
証
は
他
日
を
期
し
て
、
一
応
ス
パ
フ
ァ

H
図
に
関
す
る
こ
の
論
考
を
終
る
こ
と
に
す
る
。

付

ロい

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）

六
九



ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
一
二
上
〉

七
O

木
稿
と
は
直
接
関
係
が
な
い
の
で
省
附
附
し
た
が
、
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
論
文
の
後
半
に
お
い
て
は
、
本
来
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
あ
っ
た
「
山
脈
の
障
壁
」
が
、
そ

の
後
誤
解
に
よ
っ
て
チ
ュ
コ
ト
半
日
と
解
釈
さ
れ
、
経
々
の
地
図
上
に
も
そ
の
よ
う
に
拙
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
誤
解
を
ひ
き
お
こ
す
主
要
な
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
一
六
七
三
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
E
）
の
な
か
で
、
ブ
ル
l
ド

ナ
ヤ
川
の
上
流
か
ら
ア
ナ
ド
ゥ
イ
リ
川
へ
移
行
す
る
道
の
記
載
が
、
も
と
の
一
六
六
七
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
説
明
書
（
資
料
百
）
よ
り
も
短
縮
さ
れ
て
、
「
山
脈

を
越
え
る
と
ア
ナ
ド
ウ
イ
リ
川
に
到
達
す
る
」
と
い
う
簡
単
な
文
句
に
な
っ
た
ζ

と
で
あ
る
。

ζ

れ
を
読
ん
だ
人
々
は
、
こ
の
道
は
コ
ル
イ
マ
川
の
支
流
ア
ニ

ユ
イ
川
か
ら
「
山
脈
を
越
え
て
」
ア
ナ
ド
ウ
イ
リ
川
の
上
流
へ
ゆ
く
伝
統
的
な
移
動
絡
で
あ
る
と
考
え
て
、
「
山
脈
の
障
壁
」
を
機
械
的
に
チ
ュ
コ
ト
半
島
の
ζ

と
と
解
釈
し
で
し
ま
っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
ま
た
、
「
ナ
ナ
ボ
ラ
川
す
な
わ
ち
ア
ナ
ド
ウ
イ
リ
川
」
と
い
う
原
本
の
文
句
が
誤
写
さ
れ
た
た
め
に
、
す
で
に
一
六
七
0
年
代
の
初
め
ど
ろ
か

ら
ト
ボ
リ
ス
ク
に
お
い
て
も
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
も
、
地
図
製
作
者
に
シ
ベ
リ
ア
北
東
に
は
「
ナ
ナ
ボ
ラ
」
、
「
イ
リ
ヤ
」
、
「
ド
ゥ
ラ
」
、
お
よ
び
「
ア
ナ
ド
ウ
イ

リ
」
と
い
う
四
つ
の
川
が
あ
る
と
い
う
間
違
っ
た
御
念
を
も
た
せ
る
結
果
と
な
り
、
し
か
も
ア
ナ
ド
ウ
イ
リ
川
は
「
山
脈
の
障
壁
」
よ
り
先
に
（
南
方
に
）

あ
る
と
息
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
い
う
誤
解
に
基
づ
く
混
乱
は
、
一
六
八
四
年
シ
ベ
リ
ア
地
図
、
ヴ
ィ
ト
セ
ン
（
Z
・
戸
〈
幹
的
冊
目
）
の
一
六
八
七
年
タ
タ
i
リ
ヤ
地
図
、
ス
パ
ル
ヴ
ェ
ン

フ
ル
ト
に
よ
っ
て
一
六
八
九
年
に
複
写
さ
れ
た
ジ
ベ
リ
ア
全
図
の
一
つ
、
ま
た
レ
メ
ゾ
フ
（
ω－
d
・
何
冊
目
白
ち
る
の
若
干
の
複
写
図
な
ど
に
み
ら
れ
る
、
と
ポ

レ
ヴ
ォ
イ
は
論
じ
て
い
る
。

わ
が
国
で
も
、
一
七
｜
一
八
冊
紀
の
地
図
に
み
ら
れ
る
ア
ジ
ア
大
伴
北
京
都
の
そ
の
よ
う
な
特
徴
的
な
仰
の
突
出
に
つ
い
て
は
、
船
越
昭
生
氏
が
論
じ
て
お
ら

（

同

）

れ
る
の
で
そ
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
し
か
し
同
氏
が
別
の
論
文
に
お
い
て
、
ス
パ
フ
ァ
リ
は
一
六
七
六
年
に
北
京
で
イ
エ
ズ
ス
会
土
フ
且
ル
ビ

I
ス
ト
（
匂
・

〈
角
Z
o
a－
南
懐
仁
）
か
ら
シ
ベ
リ
ア
全
図
を
贈
与
さ
れ
た
と
推
測
し
、
そ
の
地
図
に
は
束
海
へ
の
山
稜
の
突
出
が
摘
か
れ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
推
測
し
、

《
師
》

そ
し
て
そ
の
地
図
の
影
響
を
・
つ
け
た
紡
巣
、
ス
パ
フ
ァ
リ
図
に
は
あ
の
特
徴
的
な
海
中
へ
突
出
す
る
山
脈
が
描
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
の
は
、
知
何
で
あ

ろ
う
か
。
す
で
に
本
稿
で
「
資
料
」
と
し
て
か
か
げ
論
述
し
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
側
に
は
そ
の
山
脈
に
関
し
て
は
ス
パ
フ
ァ
リ
の
使
節
旅
行
以
前
の
文
献
が
幾

っ
か
あ
っ
て
、
ス
パ
フ
ァ
リ
に
は
、
か
れ
が
一
六
七
六
年
間
暦
五
月
一
五
日
に
北
京
に
到
着
す
忍
以
前
に
お
い
て
も
す
で
に
、
ス
パ
フ
ァ
ワ
図
に
み
ら
れ
忍
あ

の
特
徴
的
な
山
脈
の
突
出
を
拙
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
条
件
が
、
十
分
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
息
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

結

言

一
一
ヨ
ラ
イ
・
ス
パ
フ
ァ
リ
は
戸
シ
ア
の
使
節
と
し
て
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
、
モ
ス
グ
ワ
と
北
京
の
聞
を
往
復
し
た
（
一
六
七
五
｜
一
六
七
八



年）。
に
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
れ
は
ロ
シ
ア
外
務
省
か
ら
シ
ベ
リ
ア
地
図
の
作
製
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
多
分
、

一
六
七
八
年
に
そ
の
地
図
を
戸
シ
ア
外
務
省

そ
の
地
図
か
あ
る
い
は
そ
れ
の
複
写
か
と
推
定
さ
れ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
図
が
、
パ
グ
ロ
フ
の
所
有
に
帰
し
た
。
そ
の
地
図
上
で
は
、
シ
ベ

リ
ア
を
横
断
す
る
主
要
交
通
路
の
沿
道
お
よ
び
ア
ジ
ア
北
東
部
の
表
現
が
、
そ
れ
ま
で
の
一
七
世
紀
の
シ
ベ
リ
ア
諸
地
図
よ
り
格
段
に
詳
細
正

確
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
図
の
中
国
の
部
分
は
、
マ
ル
チ
一
一
の
つ
中
国
新
地
図
帳
」
の
な
か
の
中
国
全
図
を
利
用
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
い
わ
ゆ
る
「
ス
パ
フ
ァ
り
図
」
の
目
立
っ
た
特
徴
と
し
て
、
パ
イ
カ
ル
湖
東
か
ら
北
東
方
へ
の
び
る
長
大
な
山
脈
が
海
上
遠
く
突
出
し

て
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
延
び
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
よ
う
な
異
様
な
表
現
が
あ
る
。

ツ
連
の
ポ
レ
ヴ
ォ
イ
は
こ
れ
は
本
来
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

で
あ
る
と
結
論
し
た
が
、
そ
の
結
論
は
是
認
で
き
る
。

こ
の
山
脈
は
、

一
六
六
七
年
と
一
六
七
一
一
一
年
と
の
二
つ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
説
明
書
お
よ
び
ス
パ
フ
ァ
リ
の
著
述
「
大
河
ア
ム
ー
ル
の
記
述
」

な
立
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

「
迂
回
で
き
な
い
山
脈
」
あ
る
い
は
「
山
脈
の
障
壁
」
の
表
現
で
あ
る
。

ス
パ
フ
ァ
リ
は
、

「
こ
の
山
脈
の
末
端

は
誰
も
知
ら
な
い
」
と
考
え
、
ま
た
「
こ
の
山
脈
は
新
世
界
ま
で
達
し
て
い
る
」
と
い
う
噂
も
知
っ
て
い
た
の
で
、
本
来
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

で
あ
る
こ
の
山
脈
を
こ
の
地
図
の
よ
う
に
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（

1
）
 

注三
上
正
利
、
一
七
位
紀
の
ロ
シ
ア
製
シ
ベ
リ
ア
諸
地
図
。
（
歴
史
地

理
学
紀
要
、
第
四
条
〉
。
昭
和
三
七
年
。
同
、
一
六
六
七
年
シ
ベ

リ
ア
地
図
の
目
録
原
文
の
公
刊
。
（
人
文
地
理
、
一
五
巻
六
号
〉
。
昭

和
三
八
年
。
問
、
一
六
七
三
年
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
。
（
人
文
地

理
、
二
ハ
巻
一
号
〉
。
昭
和
三
九
年
。
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3
）
 

ス
パ
フ
ァ
リ
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
以
下
パ
ッ
ド
レ
l
の
見
解
を
参

照
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
ス
パ
フ
ァ
リ
の
生
年
は
地
方
当
局
者
に

よ
れ
ば
二
ハ
二
五
年
で
あ
る
。
し
か
し
一
六
七
六
年
に
、
成
照
帝
が

耶
蘇
会
士
フ
ェ
ル
ビ
！
ス
ト
（
句
・
〈
R
玄
白
血
件
）
を
通
じ
て
ス
パ
フ

ァ
リ
に
質
問
し
た
と
き
、
ス
パ
フ
ァ
リ
は
「
四
O
才
」
と
答
え
て
い

る
の
で
、
か
れ
の
生
年
に
は
疑
問
が
残
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
生
年
は
一
六
二
五
年
以
前
で
は
な
く
一
六
三
五
年
以
後
で
も
な

い
、
と
パ
ッ
ド
レ
l
は
記
述
し
て
い
る
。
切
田
島
内
田
冊
目

4
・』－
M
Y
H

何回白・

（

2
）
 

ス
パ
フ
ァ
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図
（
三
上
）
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Spaf ary's Map of Siberia 

Masatoshi MIKAMI 

N. G. Spafary (Spathary) went back forth between Moskva and 

Peking, crossing Siberia, as the Russian ambassador (1675-1678). 

Since he had been ordered to produce a map of Siberia by the 

Russian Ministry of Foreign Affairs, it can be supposed that he 



submitted one to the Ministry in 1678. 

A map of Eurasia surmised to be this one or its copy went into 

L. Bagrow's possession. On this map, the main routes of trans­

portation crossing Siberia and their neighboring areas and the 

northeastern part of Asia are represented a great deal more in 

detail and far more accurately than on any other maps of Siberia 

produced before in the seventeenth century. China, on this map, 

is apparently drawn on the model of " lmperii Sinarum nova 

descriptio" in Martinus Martini's "Novus Atlas Sinensis" (Am· 

sterdam, 1655). 

One of the remarkable characteristics of " Spafary's Map " is 

that a great mountain-range, extending from the east of Lake 

Baikal to its northeast, protrudes itself far out into the sea, 

strangely enough nobody knows how far. V. P. Polevoy, the 

Russian geographer, concluded that this should correspond to 

Kamchatka Peninsula. This is a plausible conclusion. 

This mountain-range is the same with " the rocky mountain 

which cannot be rounded " or " a rocky wall" which appears in 

the texts of the Siberian maps of 1667 and 1673, Spafary's "Descrip­

tion of the great River Amcor," etc. It is surmised that Spafary 

represented this mountain-range in this way because he believed 

that " the end of the mountains is known to none," and also 

because he had heard "that range of mountains goes to the New 

World." 
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